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太
后
（
元
后
）
は
未
央
宮
で
皇
帝
の
璽
綬
を
手
中
に
お
さ
め
て
、
王
莽
に
政
治
と
軍
事
の
実
権
を
に
ぎ
ら
せ
、
大
司
馬
に
任
命
し
た
。
王

莽
に
と
っ
て
は
成
帝
末
期
に
つ
づ
い
て
二
回
目
の
政
権
で
あ
る
。
王
莽
は
大
司
徒
孔
光
ら
と
議
し
て
中
山
王
劉

�

り
ゅ
う
か
んを
皇
帝
の
位
に
つ
け
た
。

平
帝
で
あ
る
。
こ
れ
以
降
、
王
莽
の
改
革
が
は
じ
ま
る
。

（
１
）

元
始
元
年
（
後
一
）
正
月
、
王
莽
は
三
公
の
上
に
太
傅
・
太
師
・
太
保
・
少
傅
の
四
輔
を
お
き
、
自
分
自
身
は
太
傅
・
大
司
馬
と
な
り
、

安
漢
公
と
い
う
尊
号
を
た
ま
わ
り
、
二
月
に
は
羲 ぎ

和 か

の
官
を
お
い
て
い
る
。

（
２
）

元
始
三
年
（
後
三
）
夏
に
は
、
車
服
の
制
度
や
、
吏
民
が
そ

の
身
分
に
よ
っ
て
し
た
が
う
べ
き
親
の
扶
養
、
葬
儀
、
婚
姻
、
奴
婢
、
田
宅
、
礼
器
、
武
具
の
格
式
に
つ
い
て
上
奏
し
、
官
稷
（
五
穀
の

神
の
社
）
を
た
て
、
ま
た
郡
・
国
に
学
、
県
・
道
・
邑
・
列
侯
国
に
校
、
郷
に
庠
、
聚
に
序
を
お
く
と
い
う
よ
う
に
学
校
制
度
を
整
備
し

た
。
安
漢
公
王
莽
は
元
始
四
年
（
後
四
）
に
宰
衡
・
太
傅
・
大
司
馬
に
就
任
し
た
が
、
同
年
か
ら
翌
五
年
に
か
け
て
は
、
長
安
の
南
郊
で

天
神
を
ま
つ
り
、
北
郊
で
地
神
を
ま
つ
る
と
い
う
南
北
郊
祀
制
や
、
高
祖
太
祖
廟
・
文
帝
太
宗
廟
・
武
帝
世
宗
廟
に
く
わ
え
て
宣
帝
中
宗

廟
・
元
帝
高
宗
廟
の
五
廟
を
不
毀
の
廟
と
し
、
そ
れ
に
成
帝
と
哀
帝
の
廟
を
く
わ
え
て
七
廟
と
す
る
天
子
七
廟
制
を
制
定
し
、
天
子
が
四

時
を
正
し
て
教
化
を
出
す
と
い
う
明
堂
や
辟
雍
・
霊
台
を
建
設
し
て
い
る
。

（
３
）

元
始
五
年
（
後
五
）
一
二
月
に
平
帝
が
死
ぬ
と
、
王
莽
は
自
ら
の
こ
と
を
臣
民
に
摂
皇
帝
と
よ
ば
せ
、
祭
祝
の
場
で
は
仮
皇
帝
と
称
し

て
い
た
が
、
初
始
元
年
（
八
）
一
一
月
、
つ
い
に
皇
帝
の
位
に
つ
き
、
国
号
を
「
新
」
と
あ
ら
た
め
た
う
え
で
、
暦
法
を
、
夏
正
に
も
と

づ
く
初
始
元
年
一
二
月
朔
日
を
始
建
国
元
年
（
九
）
正
月
朔
日
と
す
る
殷
正
に
あ
ら
た
め
た
。

（
４
）

即
位
し
た
王
莽
は
、
元
始
元
年
に
設
置
し

て
い
た
四
輔
を
始
建
国
元
年
に
太
師
・
太
傅
・
国
師
・
国
将
と
い
う
王
莽
政
権
独
自
の
四
輔
制
に
改
編
し
、
三
公
に
つ
い
て
は
大
司
馬
が
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武
事
を
つ
か
さ
ど
り
、
大
司
徒
は
民
事
を
主
司
し
、
大
司
空
は
水
土
の
事
を
お
さ
め
る
と
い
う
よ
う
に
任
務
を
区
分
し
た
。
そ
し
て
三
公

の
下
に
大
司
馬
司
允

し
い
ん・
大
司
徒
司
直
・
大
司
空
司
若
の
官
を
お
き
、
大
司
農
の
官
名
を
羲
和
、
の
ち
に
納
言

の
う
げ
んに
、
大
理
を
作
士
に
、
太
常

を
秩
宗
に
、
大
鴻
臚
を
典
楽
に
、
少
府
を
共
工
に
、
水
衡
都
尉
を
予
虞
に
そ
れ
ぞ
れ
あ
ら
た
め
、
こ
れ
ら
の
官
を
あ
わ
せ
て
九
卿
と
す
る

な
ど
、
中
央
官
制
を
大
幅
に
改
革
し
た
。
ま
た
天
下
の
耕
作
地
を
王
田
、
奴
婢
を
私
属
と
改
称
し
て
、
そ
れ
ら
の
売
買
を
禁
止
し
、
所
有

も
制
限
す
る
王
田
制
と
称
さ
れ
る
土
地
制
度
を
施
行
し
て
い
る
。
同
年
秋
に
は
、
北
方
の
匈
奴
、
西
方
の
西
域
諸
国
や
西
南
夷
の
句 く

町 て
いな

ど
に
使
者
を
派
遣
し
て
、
た
と
え
ば
「
匈
奴
単
于
璽
」
を
「
新
匈
奴
単
于
章
」
の
よ
う
に
印
綬
を
あ
ら
た
め
、
始
建
国
二
年
（
一
〇
）
に

は
匈
奴
単
于
を
降
奴
服
于
と
あ
ら
た
め
、
時
期
は
不
明
で
あ
る
が
、
高
句
麗
を
下
句
麗
と
改
名
し
て
い
る
。
経
済
・
財
政
政
策
の
面
で
は
、

始
建
国
元
年
夏
と
推
測
さ
れ
る
こ
ろ
に
五
均
・

�貸
し
ゃ
た
い法
を
制
定
し
て
以
後
、
塩
の
専
売
、
鉄
の
専
売
、
山
林
水
沢
の
税
、
鋳
銭
と
い
う
各

種
の
財
政
政
策
を
う
ち
だ
し
て
き
た
が
、
始
建
国
二
年
二
月
に
羲
和
魯
匡
の
提
案
で
酒
の
専
売
を
実
現
し
、
こ
れ
ら
を
統
一
的
・
体
系
的

財
政
制
度
の
六 り
く

�

か
ん制
と
し
て
整
備
し
、

（
５
）

商
工
業
を
統
制
し
て
い
る
。
貨
幣
制
度
に
つ
い
て
も
大
幅
な
改
革
を
行
な
っ
て
い
る
。
前
漢
時
代

か
ら
通
行
し
て
い
た
五
銖
銭
に
く
わ
え
て
、
す
で
に
居
摂
二
年
（
七
）
に
大
泉
五
十
・
契
刀
・
錯
刀
と
い
う
三
種
の
新
貨
幣
を
鋳
造
し
、

始
建
国
元
年
に
は
大
泉
五
十
と
小
泉
直
一
の
二
種
に
あ
ら
た
め
、
翌
始
建
国
二
年
に
は
六
形
式
二
八
種
の
複
雑
な
貨
幣
制
度
に
改
革
し
、

天
鳳
元
年
（
一
四
）
に
は
貨
布
・
貨
泉
と
い
う
二
種
の
貨
幣
制
度
に
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
王
莽
は
、
即
位
前
か
ら
即
位
後
に
か
け
て
、
中
央
官
制
、
南
北
郊
祀
制
や
天
子
七
廟
制
な
ど
を
ふ
く
む
礼
制
、
学
校
制
度
、

土
地
制
度
、
経
済
・
財
政
政
策
、
対
外
政
策
の
諸
方
面
に
わ
た
っ
て
改
革
を
行
な
っ
た
。
し
か
し
王
莽
の
改
革
は
こ
れ
だ
け
で
は
な
か
っ
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た
。
以
上
に
は
あ
げ
な
か
っ
た
が
、
郡
の
太
守
を
卒
正
・
連
率
・
大
尹
に
か
え
る
な
ど
、
次
節
で
紹
介
す
る
よ
う
に
地
方
行
政
に
つ
い
て

も
多
く
の
改
革
を
行
な
っ
て
い
る
。
筆
者
は
こ
れ
ま
で
に
、
郡
・
国
お
よ
び
そ
の
守
・
相
は
前
漢
初
期
か
ら
地
方
支
配
に
大
き
な
権
限
を

ふ
る
っ
て
い
た
の
で
は
な
く
、
そ
の
時
期
の
郡
・
国
お
よ
び
守
・
相
は
行
政
に
あ
ま
り
関
与
し
て
お
ら
ず
、
武
帝
中
期
以
降
に
郡
・
国
の

守
・
相
が
職
権
を
強
化
し
、
武
帝
期
を
転
換
期
と
し
て
そ
れ
以
降
の
前
漢
後
半
期
に
な
っ
て
は
じ
め
て
地
方
行
政
の
中
心
的
位
置
を
し
め

る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
基
本
的
認
識
の
も
と
に
、
ま
ず
前
漢
時
代
の
郡
県
支
配
が
時
代
の
経
過
に
と
も
な
っ
て
ど
の
よ
う
に
展
開
し
て

き
た
の
か
、
筆
者
な
り
の
考
え
を
の
べ
、

（
６
）

つ
い
で
前
漢
か
ら
後
漢
に
か
け
て
の
郡
県
制
の
展
開
の
中
で
、
郡
・
県
の
吏
員
組
織
は
い
か
に

変
遷
し
た
の
か
に
つ
い
て
検
討
し
、

（
７
）

そ
し
て
後
漢
時
代
の
政
治
変
動
の
中
で
郡
県
制
は
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
の
か
考
察
し

て
き
た
。

（
８
）

た
だ
し
こ
の
間
の
論
述
に
お
い
て
、
王
莽
期
の
地
方
行
政
に
言
及
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
、
後
漢
の
郡
県
制
は
前
漢

後
半
期
の
郡
県
制
を
ひ
き
つ
ぐ
か
た
ち
で
は
じ
ま
っ
て
お
り
、
王
莽
の
政
治
、
と
く
に
地
方
行
政
の
制
度
が
後
漢
の
地
方
行
政
に
特
別
な

影
響
を
お
よ
ぼ
す
こ
と
が
な
か
っ
た
と
い
う
理
解
に
も
と
づ
い
て
い
る
。
現
在
で
も
、
こ
の
理
解
に
基
本
的
な
変
更
は
な
い
の
で
あ
る
が
、

後
漢
の
地
方
行
政
が
前
漢
後
半
期
の
地
方
行
政
を
ひ
き
つ
い
だ
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
を
史
料
に
も
と
づ
い
て
確
認
し
て
お
く
必
要

が
あ
る
し
、
前
漢
か
ら
後
漢
ま
で
の
地
方
行
政
の
展
開
を
通
観
す
る
と
い
う
立
場
か
ら
も
、
王
莽
期
の
地
方
行
政
を
無
視
し
た
ま
ま
で
放

置
し
て
お
く
わ
け
に
は
い
か
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
考
え
の
も
と
、
本
稿
で
は
王
莽
期
の
地
方
行
政
の
状
況
を
可
能
な
か
ぎ
り
み
て

お
き
た
い
。
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一
王
莽
の
地
方
行
政
改
革

安
漢
公
と
号
し
て
宰
衡
・
太
傅
・
大
司
馬
の
官
に
つ
い
た
王
莽
は
、
『
漢
書
』
巻
一
二
平
帝
紀
に
よ
れ
ば
元
始
四
年
夏
に
、
中
央
の
公

卿
・
大
夫
や
八
十
一
元
士
の
官
名
・
位
次
を
改
変
・
整
備
し
た
ほ
か
に
、
一
二
州
の
名
称
を
あ
ら
た
め
、
京
師
を
前
煇
光
・
後
丞
烈
二
郡

に
分
割
し
、
郡
・
国
の
境
界
を
再
区
分
し
て
存
廃
・
改
変
を
行
な
っ
て
い
る
。

（
９
）

こ
れ
ら
は
王
莽
の
最
初
の
地
方
行
政
改
革
と
い
え
る
が
、

「
天
下
多
事
に
し
て
、
吏

紀
（
記
）
す
能
は
ず
」
と
あ
る
か
ら
、
そ
れ
な
り
に
大
規
模
な
改
革
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
王
莽

に
と
っ
て
こ
れ
ら
は
一
時
的
な
改
革
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

（

�）

即
位
後
、
地
方
行
政
に
関
し
て
あ
い
つ
い
で
改
革
を
く
り
か
え
す
こ
と
に
な
る
。

ま
ず
そ
の
改
革
の
概
要
を
、
『
漢
書
』
巻
九
九
王
莽
伝
に
よ
っ
て
一
覧
し
て
お
こ
う
。
以
下
、
始
建
国
元
年
か
ら
天
鳳
三
年
（
一
六
）
ま

で
は
『
漢
書
』
王
莽
伝
中
に
、
天
鳳
四
年
（
一
七
）
以
降
に
つ
い
て
は
王
莽
伝
下
に
よ
っ
て
い
る
。

始
建
国
元
年
（
九
）

王
莽
は
四
輔
・
三
公
・
九
卿
・
二
十
七
大
夫
・
八
十
一
元
士
な
ど
、
中
央
官
に
関
す
る
改
革
を
行
な
っ
た
ほ
か
に
、
郡
の
太
守
の
官

名
を
大
尹
に
、
都
尉
を
太
尉
に
、
県
の
令
・
長
を
宰
に
そ
れ
ぞ
れ
あ
ら
た
め
て
い
る
。
ま
た
、
漢
の
諸
侯
王
を
全
員
公
に
降
格
さ
せ
、

翌
始
建
国
二
年
に
は
そ
の
公
の
璽
綬
を
返
還
さ
せ
て
庶
民
と
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
地
皇
元
年
（
二
〇
）
に
、
王
莽
の
三
男
の
王
安

を
新
遷
王
に
、
四
男
の
王
臨
を
統
義
陽
王
に
封
じ
た
こ
と
は
あ
る
が

（

�）

、
王
莽
は
始
建
国
元
年
の
段
階
で
基
本
的
に
郡
国
制
を
廃
止
し

王
莽
期
の
地
方
行
政
（
紙
屋
）
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た
こ
と
に
な
る
。

始
建
国
四
年
（
一
二
）

王
莽
は
周
の
制
度
を
参
考
に
し
て
、
洛
陽
を
新
室
の
東
都
、
常
安
す
な
わ
ち
前
漢
時
代
の
長
安
を
西
都
と
し
、
全
国
を
『
書
経
』
禹

貢
篇
に
し
た
が
っ
て
九
州
と
し
た
。
ま
た
周
の
五
等
爵
に
な
ら
っ
た
諸
侯
の
定
員
、
お
よ
び
前
漢
時
代
の
関
内
侯
に
相
当
す
る
附
城

の
定
員
を
そ
れ
ぞ
れ
一
八
〇
〇
人
に
き
め
る
な
ど
、
封
爵
に
関
す
る
改
革
も
行
な
っ
て
い
る
（
後
述
）。

天
鳳
元
年
（
一
四
）

王
莽
の
地
方
制
度
に
関
す
る
最
も
大
き
な
改
革
が
行
な
わ
れ
た
。
『
周
官
』
や
『
礼
記
』
王
制
篇
に
し
た
が
っ
て
、
郡
の
太
守
に
か

え
て
卒
正
・
連
率
・
大
尹
の
官
を
、
都
尉
に
か
え
て
属
令
・
属
長
の
官
を
お
い
た
。
ま
た
三
公
と
同
格
の
州
牧
と
、
上
大
夫
の
位

（
秩
二
千
石
相
当
）
の
部
監
二
五
人
を
お
き
、
部
監
に
は
一
人
で
五
郡
を
つ
か
さ
ど
ら
せ
る
こ
と
に
し
た
。
ま
た
公
爵
の
人
物
を
州

牧
に
、
侯
爵
を
卒
正
に
、
伯
爵
を
連
率
に
、
子
爵
を
属
令
に
、
男
爵
を
属
長
に
そ
れ
ぞ
れ
任
命
し
、
「
皆
な
其
の
官
を
世
々
に
せ
し

む
」
、
す
な
わ
ち
そ
れ
ぞ
れ
の
官
を
世
襲
さ
せ
、
五
等
爵
の
爵
位
の

（

�）

な
い
人
物
を
（
大
）
尹
と
し
た
。
さ
ら
に
西
都
常
安
（
長
安
）

城
の
近
傍
を
わ
け
て
六
郷

り
く
き
ょ
うと
し
、
帥
を
一
人
ず
つ
お
き
、
三
輔
を
わ
け
て
六
尉

り
く
い郡
、
東
都
洛
陽
の
周
囲
に
あ
る
河
東
・
河
内
・
弘
農
・

�

け
い
よ
う

陽
・ （

�）潁
川
・
南
陽
の
六
郡
を
六
隊

り
く
す
い

郡
と
し
、
こ
れ
ら
の
郡
に
は
太
守
代
わ
り
に
大
夫
、
都
尉
代
わ
り
に
属
正
を
お
き
、
河
南
大
尹

は
保
忠
信
卿
と
改
名
し
た
。
ま
た
全
国
の
郡
の
中
で
粟
米
を
朝
廷
に
お
さ
め
る
甸
服
の
範
囲
に
あ
る
郡
を
内
郡
、
そ
の
外
を
近
郡
、

�徼
し
ょ
う
き
ょ
う（
＝
辺
境
の
と
り
で
）
の
あ
る
郡
を
辺
郡
と
、
郡
を
そ
の
位
置
に
よ
っ
て
三
種
類
に
わ
け
た
。

（

�）

そ
し
て
全
国
の
郡
・
県
の
境
界

一
三
四
〇

（6）



を
再
区
画
し
て
一
二
五
郡
、
二
二
〇
三
県
と
し
、
郡
・
県
の
三
六
〇
に
「
○
○
亭
」
と
名
づ
け
た
。
ま
た
郡
・
県
の
名
称
を
頻
繁
に

変
更
し
、
ひ
ど
い
場
合
に
は
五
回
も
名
称
が
か
わ
っ
た
と
い
う
。

天
鳳
四
年
（
一
七
）

執
法
左
右
刺
姦
を
お
き
、
手
分
け
し
て
六
尉
郡
・
六
隊
郡
を
督
察
さ
せ
た
。
前
漢
の
刺
史
の
よ
う
な
も
の
で
、
三
公
士
と

（

�）

と
も
に
郡

ご
と
に
一
人
が
従
事
し
た
。

地
皇
二
年
（
二
一
）

州
牧
の
位
を
三
公
と
同
じ
に
し
て
懈
怠
し
て
い
る
地
方
官
を
刺
挙
さ
せ
た
。
さ
ら
に
牧
監
副
・
秩
元
士
・
冠
法
冠
を
お
い
た
が
、
こ

れ
ら
の
任
務
も
前
漢
の
刺
史
と
同
様
で
あ
っ
た
。

以
上
の
改
革
を
見
わ
た
し
た
と
き
、
ま
ず
目
に
つ
く
の
は
州
あ
る
い
は
監
察
に
関
連
す
る
改
革
が
多
い
こ
と
で
あ
る
。
ま
ず
元
始
四
年

（
後
四
）
に
名
称
を
改
変
さ
れ
た
一
二
州
を
始
建
国
四
年
に
は
九
州
に
あ
ら
た
め
た
。
官
制
面
で
は
、
天
鳳
元
年
に
州
牧
の
ほ
か
に
部
監

二
五
人
を
お
き
、
天
鳳
四
年
に
は
六
尉
郡
・
六
隊
郡
を
対
象
と
し
て
執
法
左
右
刺
姦
を
お
き
、
い
つ
設
置
さ
れ
た
の
か
よ
く
わ
か
ら
な
い

三
公
士
と
と
も
に
監
察
の
任
に
あ
た
ら
せ
て
い
る
。
ま
た
地
皇
二
年
に
は
監
察
の
任
を
お
び
る
牧
監
副
・
秩
元
士
・
冠
法
冠
を
お
い
て
い

る
。
以
上
の
ほ
か
に
『
漢
書
』
王
莽
伝
中
に
は
、
辺
郡
に
お
か
れ
た
諸
将
の
配
下
の
官
吏
や
兵
士
が
放
縦
で
あ
る
う
え
に
、
城
郭
を
す
て

た
民
が
流
亡
し
て
盗
賊
と
な
っ
て
い
た
た
め
、
始
建
国
三
年
（
一
一
）
に
王
莽
は
中
郎
将
・
繍
衣
執
法
そ
れ
ぞ
れ
五
五
人
を
縁
辺
の
大
郡

王
莽
期
の
地
方
行
政
（
紙
屋
）
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に
配
置
し
、
大
姦
猾
の
徒
や
勝
手
に
武
器
を
も
て
あ
そ
ぶ
者
を
督
察
さ
せ
た
こ
と
が
み
え
て
い
る
。
こ
れ
は
直
接
に
は
治
安
維
持
を
目
的

に
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
辺
郡
の
吏
に
対
す
る
監
察
の
任
も
お
び
て
い
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
の
よ
う
に
機
会
あ
る
ご
と

に
設
置
さ
れ
た
監
察
官
が
相
互
に
い
か
な
る
関
係
に
あ
っ
た
の
か
よ
く
わ
か
ら
な
い
し
、
何
重
に
も
設
置
さ
れ
た
煩
雑
な
監
察
体
制
が
有

効
で
あ
っ
た
の
か
に
つ
い
て
も
疑
問
が
の
こ
る
。
現
に
、
始
建
国
三
年
に
配
置
さ
れ
た
中
郎
将
・
繍
衣
執
法
に
つ
い
て

皆
な
便
ち
姦
を
外
に
為
し
、
州
・
郡
を
撓
乱

ど
う
ら
ん（
＝
か
き
み
だ
す
）
し
、
貨
賂
（
＝
賄
賂
）
市
を
為
し
、
百
姓
を
侵
漁
す
。

と
あ
る
の
で
あ
る
。

郡
に
つ
い
て
も
目
立
っ
た
改
革
を
実
施
し
て
い
る
。
ま
ず
始
建
国
元
年
に
劉
氏
の
諸
侯
王
を
公
に
降
格
さ
せ
、
翌
二
年
に
は
庶
民
に
お

と
し
て
基
本
的
に
郡
国
制
を
廃
止
し
、
天
鳳
元
年
に
は
郡
の
数
を
最
終
的
に
一
二
五
郡
と
し
て
い
る
。
官
制
面
で
は
、
元
始
四
年
に
一
時

的
に
京
師
を
前
煇
光
・
後
丞
烈
二
郡
に
わ
け
た
が
、
始
建
国
元
年
に
は
郡
の
太
守
を
大
尹
に
、
都
尉
を
太
尉
に
改
称
し
、
天
鳳
元
年
に
は

太
守
を
ふ
た
た
び
卒
正
・
連
率
・
大
尹
に
、
都
尉
を
属
令
・
属
長
に
あ
ら
た
め
た
う
え
に
、
常
安
（
長
安
）
と
洛
陽
を
中
心
と
す
る
地
域

に
は
六
郷
・
六
尉
郡
・
六
隊
郡
を
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
太
守
・
都
尉
に
相
当
す
る
官
を
お
き
、
河
南
大
尹
は
保
忠
信
卿
と
改
名
し
て
い
る
。

ま
た
『
漢
書
』
王
莽
伝
中
の
始
建
国
元
年
の
条
に
、
「
又
た
諌
大
夫
五
十
人
を
遣
は
し
て
、
銭
を
郡
・
国
に
分
鋳
せ
し
む
」
と
あ
り
、
郡

に
お
い
て
大
銭
・
小
銭
を
鋳
造
さ
せ
て
い
る
。
こ
れ
以
後
も
貨
幣
鋳
造
の
中
心
は
上
林
三
官
に
あ
っ
た
が
、
郡
の
分
鋳
は
そ
の
後
も
つ
づ

く
よ
う
で
あ
る
。

（

�）

そ
の
ほ
か
天
鳳
元
年
に
は
、
公
爵
を
州
牧
に
、
侯
爵
を
卒
正
に
、
伯
爵
を
連
率
に
、
子
爵
を
属
令
に
、
男
爵
を
属
長
に

そ
れ
ぞ
れ
任
用
し
、
世
襲
と
し
て
い
る
。
こ
の
世
襲
が
文
字
通
り
実
行
さ
れ
た
の
な
ら
、
郡
県
制
と
い
う
名
の
も
と
に
一
種
の
封
建
制
が

一
三
四
二
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行
な
わ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
王
莽
期
に
廬
江
属
令
に
拝
さ
れ
た
李
憲
が
王
莽
末
に
偏
将
軍
・
廬
江
連
率
に
任
用
さ
れ
た
（
『
後
漢
書
』
伝

二
李
憲
列
伝
）
と
い
う
よ
う
に
、
連
率
・
属
令
が
人
事
異
動
の
対
象
に
な
っ
て
い
る
か
の
よ
う
な
事
例
も
あ
る
が
、
『
漢
書
』
・
『
後
漢

書
』
を
み
る
か
ぎ
り
、
王
莽
に
卒
正
・
連
率
・
属
令
・
属
長
に
任
用
さ
れ
た
人
物
は
お
お
む
ね
王
莽
末
期
ま
で
そ
の
地
位
を
た
も
っ
て
い

る
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
し
、
管
見
の
か
ぎ
り
、
そ
の
地
位
を
子
供
に
つ
が
せ
た
と
い
う
事
例
は
確
認
で
き
な
い
。

県
・
道
に
関
し
て
は
、
天
鳳
元
年
に
県
・
道
の
境
界
を
再
区
画
し
て
二
二
〇
三
県
に
し
、
三
六
〇
の
郡
・
県
に
「
○
○
亭
」
と
名
づ
け
、

ま
た
名
称
を
頻
繁
に
変
更
し
た
と
い
う
か
ら
、
県
・
道
の
現
場
は
か
な
り
混
乱
し
た
と
推
測
さ
れ
る
。
し
か
し
県
・
道
の
官
制
に
か
ぎ
っ

て
い
え
ば
、
始
建
国
元
年
に
県
の
令
・
長
を
宰
に
あ
ら
た
め
た
こ
と
が
み
え
る
だ
け
で
あ
る
。
以
上
の
改
革
の
う
ち
、
県
・
道
の
数
に
つ

い
て
は
検
討
す
べ
き
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
封
爵
の
政
策
に
関
連
す
る
こ
と
で
あ
る
。
す
で
に
み
た
よ
う
に
、
王
莽
は
始
建
国
元
年
に
劉

氏
の
諸
侯
王
を
廃
し
て
い
る
が
、
前
漢
の
列
侯
な
ど
に
相
当
す
る
諸
侯
は
数
多
く
封
じ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
『
漢
書
』
王
莽
伝
上
に
よ

る
と
、
ま
ず
居
摂
三
年
（
八
）
に
、
殷
・
周
の
爵
制
を
参
考
に
し
て
、
将
帥
た
ち
に
爵
邑
を
賜
う
こ
と
を
請
う
て
、
侯
・
伯
・
子
・
男
の

諸
侯
と
、
漢
の
関
内
侯
に
相
当
す
る
附
城
、
あ
わ
せ
て
数
百
人
を
封
じ
た
。
ま
た
『
漢
書
』
王
莽
伝
中
に
よ
れ
ば
、
始
建
国
四
年
に
は
公
・

侯
・
伯
・
子
・
男
の
諸
侯
は
合
計
一
八
〇
〇
人
、
附
城
も
一
八
〇
〇
人
と
い
う
定
員
を
さ
だ
め
、
公
爵
に
は
一
万
戸
・
方
一
〇
〇
里
、
侯
・

伯
爵
に
五
〇
〇
〇
戸
・
方
七
〇
里
、
子
・
男
爵
に
二
五
〇
〇
戸
・
方
五
〇
里
、
そ
し
て
附
城
に
は
九
〇
〇
戸
・
方
三
〇
里
と
い
う
よ
う
に
、

そ
れ
ぞ
れ
の
爵
位
に
応
じ
た
封
邑
の
規
模
を
き
め
、
こ
れ
ら
の
爵
に
ふ
さ
わ
し
い
功
績
を
も
つ
人
物
の
出
現
を
ま
つ
こ
と
に
し
た
。
そ
し

て
こ
の
年
ま
で
に
封
ぜ
ら
れ
た
公
・
侯
・
伯
・
子
・
男
が
合
計
し
て
七
九
六
人
、
附
城
が
一
五
一
一
人
で
あ
り
、
王
氏
の
九
族
の
女
子
八

王
莽
期
の
地
方
行
政
（
紙
屋
）
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三
人
、
漢
室
の
女
孫
三
人
が
任
に
封
ぜ
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
封
君
の
多
く
は
封
邑
を
賜
与
さ
れ
な
い
ま
ま
放
置
さ
れ
て
い

た
と
い
う
。

（

�）

問
題
は
、
前
漢
末
の
一
五
七
七
県
の
一
・
四
倍
弱
に
ふ
く
れ
あ
が
っ
た
天
鳳
元
年
の
二
二
〇
三
県
と
、
諸
侯
や
附
城
の
封
邑

と
の
関
係
で
あ
る
。

（

�）

す
な
わ
ち
二
二
〇
三
県
の
中
に
諸
侯
や
附
城
の
封
邑
は
ふ
く
ま
れ
る
の
か
、
そ
れ
と
も
封
邑
は
県
・
道
と
は
別
に
設

定
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
林
剣
鳴
氏
は
、
二
二
〇
三
県
の
ほ
か
に
二
三
〇
七
の
封
地

（
始
建
国
四
年
の
諸
侯
七
九
六
と
附
城
一
五
一
一
の
合
計
）
が
あ
っ
た
と
み
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

（

�）

も
ち
ろ
ん
、
王
莽
は
封
地
を
ま
る
ま

る
賜
与
し
た
わ
け
で
は
な
い
し
、
賜
与
す
る
気
が
ど
こ
ま
で
あ
っ
た
の
か
も
疑
問
が
の
こ
る
の
で
あ
る
が
、
か
り
に
林
剣
鳴
氏
の
よ
う
に

理
解
す
る
と
、
県
・
道
と
封
邑
は
合
計
し
て
四
五
一
〇
（
諸
侯
・
附
城
が
定
員
に
達
し
た
ら
五
八
〇
三
）
の
多
き
に
の
ぼ
る
こ
と
に
な
り
、

現
実
的
で
は
な
い
よ
う
に
思
え
る
。
封
邑
を
実
際
に
賜
与
す
る
意
志
が
王
莽
に
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
た
と
え
ば
一
万
戸
や
五
〇
〇
〇
戸
に

の
ぼ
る
公
爵
・
侯
爵
・
伯
爵
の
封
邑
に
は
一
県
を
あ
て
、
二
五
〇
〇
戸
以
下
の
子
爵
・
男
爵
・
附
城
の
封
邑
に
は
、
そ
の
規
模
に
応
じ
て

県
の
中
の
郷
か
亭
（
の
い
く
つ
か
）
を
あ
て
る
こ
と
を
予
定
し
、
そ
れ
ら
を
ふ
く
め
て
二
二
〇
三
県
に
す
る
こ
と
に
し
て
い
た
と
考
え
る

の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
別
稿
で
の
べ
た
よ
う
に
、
前
漢
時
代
の
列
侯
は
す
べ
て
県
侯
で
あ
り
、
列
侯
が
封
ぜ
ら
れ
れ
ば
列
侯
国
（
県
）
の

数
が
ふ
え
た
が
、
後
漢
時
代
に
は
県
侯
の
ほ
か
に
鄕
侯
・
亭
侯
が
あ
り
、
郷
侯
・
亭
侯
が
お
か
れ
て
も
列
侯
国
（
県
）
の
数
は
ふ
え
な
か
っ

た
。

（

�）

こ
う
し
た
列
侯
制
度
の
改
革
は
、
王
莽
期
の
制
度
を
ひ
き
つ
い
だ
も
の
で
あ
る
可
能
性
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

一
三
四
四
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二
王
莽
の
地
方
行
政
改
革
の
限
界

前
節
に
ま
と
め
た
王
莽
の
地
方
行
政
制
度
の
改
革
は
、
州
・
郡
・
県
の
区
画
と
そ
れ
ぞ
れ
の
長
官
ク
ラ
ス
に
関
す
る
改
革
が
中
心
で
あ
っ

た
。
こ
れ
ら
を
み
る
か
ぎ
り
、
王
莽
期
の
地
方
行
政
は
大
幅
に
か
わ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
具
体
的
に
み
る
と
、
長
官
ク
ラ
ス
の
改

革
と
い
う
の
は
官
名
の
改
変
が
中
心
で
あ
り
、
管
掌
事
項
・
権
限
に
大
き
な
変
化
が
あ
っ
た
形
跡
は
み
あ
た
ら
な
い
。
王
莽
期
の
地
方
行

政
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
以
上
の
改
革
と
は
別
に
、
現
実
に
地
方
行
政
の
実
務
処
理
を
担
当
す
る
属
吏
を
ふ
く
む
吏
員
組
織
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
た
の
か
、
ま
た
郡
・
県
は
そ
れ
ぞ
れ
他
の
官
府
と
ど
の
よ
う
な
関
係
を
も
っ
て
い
た
の
か
と
い
う
点
に
関
し
て
も
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
。
王
莽
が
州
・
郡
・
県
の
吏
員
組
織
全
体
を
ど
の
よ
う
な
構
成
に
し
た
の
か
、
『
漢
書
』
・
『
後
漢
書
』
に
は
詳
細
な
記

述
は
あ
ま
り
な
い
の
で
あ
る
が
、
そ
の
中
に
あ
っ
て
、
出
土
資
料
・
伝
世
資
料
を
ふ
く
め
る
と
あ
る
程
度
の
史
料
が
そ
ろ
う
郡
・
県
の
吏

員
組
織
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
こ
う
。

王
莽
に
よ
っ
て
官
名
を
改
変
さ
れ
た
郡
の
長
官
ク
ラ
ス
は
、
そ
の
新
し
い
官
職
名
が
実
際
に
存
在
し
た
こ
と
が
『
漢
書
』
・
『
後
漢
書
』

で
確
認
さ
れ
る
ほ

（

�）

か
に
、
出
土
資
料
で
も
、
簡
牘
類
に
は
敦
煌
漢
簡
に
「
文
徳
（
＝
敦
煌
）
大
尹
」（
疏
三
五
七
）、
（

�）

居
延
旧
簡
に
「
設
屏

（
＝
張
掖
）
右
大
尉
」
（
二
八
八
・
三
〇
）
な
ど
が
み
え
、
封
泥
で
は
「
予
章
南
昌
連
率
」
・
「
鉅
鹿
大
尹
章
」
・
「
雁
郡
大
尉
章
」
な

ど
を

（

�）

確
認
で
き
る
。
前
漢
の
辺
郡
に
は
太
守
の
も
と
に
次
官
と
し
て
、
民
政
を
担
当
す
る
丞
と
、
兵
馬
を
つ
か
さ
ど
る
長
史
と
が
あ
っ
た

が
、
王
莽
期
に
も
、
た
と
え
ば
敦
煌
漢
簡
に
「
文
徳
長
史
」
（
疏
三
五
七
）
が
み
え
る
か
ら
、
王
莽
期
に
も
前
漢
同
様
に
長
史
が
存
在
し

王
莽
期
の
地
方
行
政
（
紙
屋
）

一
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五
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て
い
た
こ

（

�）

と
は
確
実
で
あ
る
。
属
吏
ク
ラ
ス
で
は
、
居
延
旧
簡
に
「
酒
泉
大
尹
史
」（
四
〇
七
・
一
九
）、
敦
煌
馬
圏
湾
烽
燧
遺
址
出
土
の

簡
牘
に
「
尹
史
」（
七
九
・
Ｄ
・
Ｍ
・
Ｔ
五

：

一
三
八
） （

�）が
み
え
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
前
漢
の
卒
史
に
相
当
す
る
属
吏
と
推
測
さ
れ
る
。

ま
た
『
漢
書
』
王
莽
伝
下
の
地
皇
四
年
（
＝
更
始
元
年
、
二
三
）
の
条
に
、
挙
兵
し
て
輔
漢
左
将
軍
と
自
称
す
る
鄧
曄
が
武
関
を
ひ
ら
い

て
漢
軍
を
む
か
え
、
と
も
に
京
師
倉
を
攻
め
た
と
き
に
弘
農
掾
王
憲
を
校
尉
に
任
じ
た
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
王
莽
支
配
下
の
弘
農
郡
の
掾

を
任
用
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
『
後
漢
書
』
伝
一
四
馬
援
列
伝
に
は
、
馬
援
が
扶
風
郡
の
督
郵
と
な
っ
て
囚
人
を
司
命
府
（
王
莽
が
お
い
た

非
違
を
糾
察
す
る
中
央
官
）
に
送
致
し
た
と
あ
る
。
『
後
漢
書
』
伝
四
二
崔

�列
伝
を
み
る
と
、
崔

�の
祖
父
の
崔
篆
は
王
莽
期
に
、
郡

文
学
か
ら
明
経
に
あ
げ
ら
れ
て
歩
兵
校
尉
に
登
用
さ
れ
た
も
の
の
、
す
ぐ
に
辞
任
し
た
が
、
崔
篆
は
の
ち
に
建
新
（
千
乗
）
大
尹
に
任
ぜ

ら
れ
て
し
ぶ
し
ぶ
赴
任
す
る
こ
と
に
し
、

乃
ち
遂
に
単
車
（
＝
供
の
車
が
な
い
、
一
台
だ
け
の
車
）
に
て
官
に
到
る
も
、
疾
と
称
し
て
事
を
視
ず
、
三
年
行
県
せ
ず
。
門
下
掾

の
倪
敞

げ
い
し
ょ
う諫
む
る
や
、
篆
乃
ち
強
ひ
て
起
ち
て
春
（
＝
春
令
）
を
班
つ
。
至
る
所
の
県
は
獄

�

ご
く
か
ん（
＝
県
の
牢
獄
と
郷
・
亭
の
牢
獄
）

�

み

ち
満
て
り
。
篆

涕 な
み
だを
垂
れ
て
曰
く
、
「
嗟
あ

呼 あ

、
刑
罰
中
ら
ず
し
て
、
乃
ち
人
を
穽

お
と
し
あ
なに
陥
す
。
此
れ
皆
な
何
の
罪
あ
り
て
是
に
至

る
や
」
と
。
遂
に
平
理
（
＝
公
平
に
審
理
す
る
）
し
て
、
出
す
所
二
千
余
人
な
り
。
掾
史
叩
頭
し
て
諫
め
て
曰
く
、
「
朝
廷
（
＝
王

莽
）
は
初
政
（
＝
即
位
し
た
ば
か
り
）
、
州
牧
は
峻
刻
な
り
。
過
ち
を
宥
し
枉 ま
が

る
を
申 の
ば

す
は
、
誠
に
仁
者
の
心
な
り
。
然
れ

ど
も

独

り
君
子
と
為
る
は
、
将
に
悔
い
有
ら
ん
と
す
る
か
」
と
。
篆
曰
く
「
…
…
」
と
。

と
あ
る
。
こ
こ
に
み
え
る
郡
文
学
・
門
下
掾
・
掾
史
は
い
ず
れ
も
王
莽
期
の
郡
の
属
吏
と
み
て
よ
い
。
す
な
わ
ち
王
莽
期
の
郡
で
は
、
太

一
三
四
六
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守
・
都
尉
ク
ラ
ス
こ
そ
官
名
が
大
き
く
か
わ
り
、
太
守
ク
ラ
ス
の
官
名
改
変
の
結
果
と
し
て
属
吏
層
に
も
大
尹
史
・
尹
史
と
い
う
呼
称
が

出
現
し
た
が
、
掾
・
督
郵
・
門
下
掾
・
郡
文
学
あ
る
い
は
掾
史
の
よ
う
に
、
多
く
の
属
吏
が
前
漢
と
か
わ
ら
な
い
職
名
を
も
っ
て
い
る
。

王
莽
期
の
郡
府
の
属
吏
を
ふ
く
む
吏
員
組
織
も
前
漢
時
代
と
基
本
的
に
か
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。

さ
き
に
紹
介
し
た
よ
う
に
、
県
・
道
の
官
制
改
革
と
い
え
ば
、
始
建
国
元
年
（
九
）
に
県
・
道
の
令
・
長
を
宰
に
変
更
し
た
だ
け
で
あ
っ

た
。
県
宰
・
道
宰
の
事
例
は
、
文
献
史
料
に
み
え
る
ほ

（

�）

か
に
、
官
印
に
「
棘
陽
県
宰
印
」
・
「
建
伶
道
宰
印
」
な
ど
（
羅
福
頤
『
秦
漢
南

北
朝
官
印
徴
存
』
巻
四
）
を
、
封
泥
に
「
富
成
宰
之
印
」
（
呉
式
芬
『
封
泥
攷
略
』
巻
八
）
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
ほ
か
、

『
後
漢
書
』
伝
一
二
景
丹
列
伝
に
、
王
莽
期
に
景
丹
は
固
徳
侯
相
か
ら
朔
調
（
上
谷
）
連
率
副
弐
（
朔
調
属
令
、
前
漢
の
上
谷
都
尉
）
に

う
つ
っ
た
と
あ
り
、
侯
相
も
存
在
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
県
・
道
の
丞
・
尉
ク
ラ
ス
に
つ
い
て
は
、
居
延
旧
簡
に
「
居
延
丞
」（
二
八
八
・

三
〇
）、
居
延
新
簡
に
「
居
成
尉
」（
Ｅ
Ｐ
Ｔ
六
五
・
二
三
Ａ
）
が
あ
る
が

（

�）

、
い
ず
れ
も
明
ら
か
に
王
莽
期
の
も
の
と
わ
か
る
木
簡
に
記
載

さ
れ
て
い
る
。
『
漢
書
』
王
莽
伝
下
の
天
鳳
六
年
の
条
に
は
「
郡
・
県
の
黄
綬
」
が
み
え
る
か
ら
、
前
漢
と
同
様
に
こ
の
時
期
の
県
・
道

の
「
丞
・
尉
」
な
ど
も
、
銅
印
黄
綬
を
お
び
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
『
後
漢
書
』
伝
一
劉
盆
子
列
伝
に
、
琅
邪
郡
海
曲
県
で
呂
母
の

息
子
が
「
県
吏
」
と
な
っ
て
県
宰
に
殺
さ
れ
、
反
乱
を
お
こ
し
た
呂
母
が
県
宰
を
と
ら
え
る
と
、
「
諸
吏
」
は
叩
頭
し
て
許
し
を
請
う
た

と
あ
る
が
、
こ
こ
の
県
吏
・
諸
吏
は
海
曲
県
の
属
吏
を
さ
す
の
で
あ
ろ
う
。

（

�）

関
係
史
料
が
少
な
い
た
め
、
具
体
的
に
属
吏
組
織
を
復
原
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
郡
の
場
合
を
参
考
に
し
て
、
県
・
道
は
前
漢
同
様
の
組
織
を
も
っ
て
い
た
と
み
て
よ
か
ろ
う
。

そ
れ
で
は
王
莽
期
の
郡
・
県
は
そ
れ
ぞ
れ
他
の
官
府
と
ど
の
よ
う
な
関
係
を
も
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
『
漢
書
』
王
莽
伝
下
の
地

王
莽
期
の
地
方
行
政
（
紙
屋
）
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皇
二
年
（
二
一
）
の
条
を
み
る
と
、
赤
眉
の
賊
な
ど
が
各
地
に
お
こ
っ
て
い
る
状
況
を
ふ
ま
え
て
王
莽
は
書
を
下
し
、
七
公
（
太
師
・
太

傅
・
国
師
・
国
将
の
四
輔
と
大
司
馬
・
大
司
徒
・
大
司
空
の
三
公
）
を
責
め
た
中
に

…
…
七
公
は
其
れ
厳
に
卿
大
夫
・
卒
正
・
連
率
・
庶
尹
を
勅 い
ま
しめ
、
謹
ん
で
善
民
を
牧
養
し
、
急
い
で
盗
賊
を
捕
へ
殄 つ
くせ
。
…
…

と
あ
る
。
こ
の
前
後
の
記
事
は
、
王
莽
の
認
識
が
現
実
か
ら
大
き
く
か
け
離
れ
て
い
る
こ
と
を
の
べ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
の
引
用

部
分
か
ら
七
公
の
制
度
上
の
職
務
を
よ
み
と
る
こ
と
は
可
能
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、『
漢
書
』
王
莽
伝
中
の
始
建
国
元
年
の
条
に
よ
れ
ば
、

四
輔
は
時
節
の
陰
陽
を
つ
か
さ
ど
る
こ
と
が
主
た
る
任
務
で
あ
り
、
現
実
の
行
政
は
三
公
、
す
な
わ
ち
武
事
を
つ
か
さ
ど
る
大
司
馬
、
民

事
を
主
司
す
る
大
司
徒
、
水
土
の
事
を
お
さ
め
る
大
司
空
の
職
務
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
こ
と
を
ふ
ま
え
て
王
莽
の
書
を
み
る
と
、

三
公
は
卿
大
夫
や
郡
の
卒
正
・
連
率
、
あ
る
い
は
そ
の
他
の
長
官
に
命
令
し
て
民
政
に
つ
と
め
、
治
安
を
回
復
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

た
。
ま
た
『
漢
書
』
王
莽
伝
中
の
天
鳳
三
年
（
一
六
）
五
月
の
条
に
引
く
王
莽
の
言
に

其
れ
上
計
の
時
の
通
計
を
用
て
、
天
下
幸
ひ
に
災
害
無
か
ら
ば
、
太
官
の
膳
羞
（
＝
料
理
）
は
其
の
品
を
備
へ
、
即
し
災
害
有
ら
ば
、

什
率
の
多
少
（
＝
一
〇
分
の
一
、
一
〇
分
の
二
な
ど
と
い
う
不
作
の
度
合
い
）
を
以
て
膳
を
損
ぜ
よ
。

と
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
上
計
の
結
果
に
よ
っ
て
共
工
（
少
府
）
の
太
官
が
用
意
す
る
料
理
が
加
減
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
上
計
は

郡
か
ら
三
公
に
提
出
さ
れ
た
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
王
莽
期
に
中
央
に
お
い
て
郡
に
よ
る
行
政
を
統
轄
し
、
上
計
を

う
け
て
い
た
の
は
三
公
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
別
稿
で
の
べ
た
よ
う
に
、
前
漢
に
お
い
て
郡
・
国
は
外
朝
、
と
く
に
丞
相
と
の
間
に
上

計
・
考
課
の
関
係
を
も
っ
て
お
り
、

（

�）

始
建
国
元
年
の
三
公
の
任
務
分
担
の
体
制
を
継
承
し
た
後
漢
で
は
、
地
方
行
政
を
実
務
面
で
指
導
・

一
三
四
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統
轄
す
る
の
は
も
っ
ぱ
ら
三
公
の
任
務
で
あ
り
、
郡
・
国
か
ら
の
上
計
簿
を
受
理
し
、
審
査
し
て
守
・
相
の
殿
最
を
上
奏
す
る
の
も
三
公

の
任
務
で
あ
っ
た
。

（

�）

前
漢
と
後
漢
に
お
け
る
中
央
と
郡
・
国
と
の
こ
う
し
た
関
係
は
、
王
莽
期
に
お
い
て
も
基
本
的
に
変
わ
ら
な
か
っ
た

と
い
え
よ
う
。

『
漢
書
』
王
莽
伝
下
の
地
皇
二
年
の
条
に
引
用
す
る
翼
平
連
率
田

（

�）

況
の
上
書
に
は
、
当
初
、
弱
体
で
あ
っ
た
赤
眉
の
賊
が
強
大
に
な
っ

た
事
情
に
つ
い
て
、

咎
は
長
吏
の
意
と
為
さ
ざ
る
に
在
り
。
県
は
其
の
郡
を
欺
き
、
郡
は
朝
廷
を
欺
き
、
実
は
百
な
る
も
十
と
言
ひ
、
実
は
千
な
る
も
百

と
言
ふ
。
朝
廷
は
忽
略

こ
つ
り
ゃ
く（
＝
ゆ
る
が
せ
）
に
し
て
、
輒
ち
督
責
せ
ず
、
遂
に
延
曼
（
＝
蔓
延
す
る
）
し
て
州
を
連
ぬ
る
に
至
る
。

と
あ
る
。
田
況
は
制
度
の
通
り
に
行
な
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
批
判
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
記
事
か
ら
、
本
来
、
県
は
盗
賊
の
発

生
と
そ
の
勢
力
の
規
模
を
郡
へ
、
郡
は
朝
廷
に
報
告
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
こ
う
し
た
報
告
は
行
政
全
般
に

つ
い
て
も
同
様
に
な
さ
れ
て
い
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
さ
き
に
引
用
し
た
『
後
漢
書
』
伝
四
二
崔

�列
伝
に
よ
る
と
、
崔

篆
は
建
新
（
千
乗
）
大
尹
に
着
任
後
の
三
年
間
、
郡
内
を
行
県
し
な
か
っ
た
が
、
門
下
掾
に
諌
言
さ
れ
て
諸
県
を
ま
わ
る
と
、
公
正
で
な

い
裁
判
に
よ
っ
て
各
県
内
の
牢
獄
は
囚
人
で
一
杯
に
な
っ
て
い
た
た
め
に
、
崔
篆
は
公
平
な
審
理
を
行
な
っ
て
二
千
余
人
を
釈
放
し
た
と

い
う
。
以
上
の
事
実
か
ら
、
郡
の
大
尹
な
ど
は
毎
年
行
県
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
こ
と
、
裁
判
は
ま
ず
県
・
道
で
行
な
い
、
囚
人
は
県
・

道
内
の
牢
獄
に
収
監
さ
れ
て
お
り
、
県
・
道
に
よ
る
裁
判
に
何
か
の
問
題
が
あ
れ
ば
郡
が
関
与
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
こ
と
を
よ
み
と

る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
さ
き
に
み
た
よ
う
に
、
『
後
漢
書
』
馬
援
列
伝
に
扶
風
郡
の
督
郵
が
み
え
た
。
こ
こ
の
督
郵
は
囚
人
を
司
命

王
莽
期
の
地
方
行
政
（
紙
屋
）
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府
に
送
致
し
て
い
た
が
、
本
来
の
任
務
と
し
て
は
所
属
県
・
道
の
吏
員
の
監
察
に
あ
た
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
軍
事
に
関
連
し
て
、

『
漢
書
』
王
莽
伝
下
の
地
皇
二
年
の
条
に
は
、
翼
平
連
率
田
況
が
赤
眉
の
賊
に
対
し
て
郡
民
四
万
余
人
を
発
し
た
た
め
に
、
王
莽
は
田
況

を
「
未
だ
虎
符
を
賜
は
ら
ず
し
て
擅

ほ
し
い
ま
まに
兵
を
発
す
。
此
れ
兵
を
弄
ぶ
な
り
。
…
…
」
と
責
め
て
い
る
。
王
国
維
『
観
堂
集
林
』
巻
一
八
史

林
一
〇
の
「
記
新
莽
四
虎
符
」
は
、
伝
世
品
で
あ
る
が
王
莽
期
の
虎
符
四
点
を
紹
介
し
て
い
る
。

（

�）

つ
ぎ
に
王
国
維
の
釈
読
・
推
測
に
も
と

づ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
銘
文
を
列
記
す
る
（
／
符
号
の
上
は
虎
符
の
背
文
、
下
は
脇
文
で
あ
る
）。

新
与
河
平
（
＝
平
原
）
羽

�貞
�（

＝
羽
侯
国
）
連
率
為
虎
符
／
河
平
郡
左
二

〔
新
河
平
羽
貞
連
率
と
虎
符
を
為
す
／
河
平
郡
左
二
〕

新
与
圧
戎
（
＝
隴
西
）
西

�道

�（
＝
西
県
）
連
率
為
虎
符
／
圧
戎
郡
右
二

新
与
敦
徳
（
＝
敦
煌
）
広
桓

�（
＝
広
至
）
連
率
為
虎
符
／
敦
徳
郡
左
二

新
与
武
亭
（
＝
東
郡
？
）
清

�治

�（
＝
清
県
）
連
率
為
虎
符
／
武
亭

こ
れ
ら
の
銘
文
の
意
味
を
第
一
の
虎
符
を
例
に
と
っ
て
説
明
す
れ
ば
、
「
新
の
朝
廷
は
、
羽
貞
県
（
前
漢
の
羽
侯
国
）
に
治
所
を
お
く
河

平
郡
（
前
漢
の
平
原
郡
）
の
連
率
と
虎
符
を
剖 わ
かち
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
そ
の
う
ち
河
平
郡
が
保
有
す
る
左
二
番
目
の
虎
符
で
あ
る
」
と
い

う
意
味
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
史
・
資
料
に
よ
れ
ば
、
王
莽
期
に
も
前
漢
と
同
様
に
、
朝
廷
か
ら
出
兵
命
令
を
伝
達
す
る
使
者
の
真
実
性
を

証
明
す
る
虎
符
を
携
帯
す
る
使
者
を
ま
っ
て
、
郡
の
卒
正
・
連
率
・
大
尹
が
発
兵
す
る
よ
う
に
定
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
徴
税

に
関
連
し
て
、
『
漢
書
』
王
莽
伝
中
の
天
鳳
三
年
一
〇
月
の
条
に
、
平
蛮
将
軍
馮
茂
に
か
わ
っ
て
西
南
夷
の
句
町
を
う
つ
こ
と
に
な
っ
た

一
三
五
〇
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廉
丹
・
史
熊
に
つ
い
て

更
め
て
寧
始
将
軍
廉
丹
と
庸
部
（
＝
益
州
）
牧
史
熊
を
遣
は
し
て
句
町
を
撃
ち
、
頗
る
首
を
斬
り
、
勝
つ
こ
と
有
ら
し
め
ん
と
す
。

莽
丹
・
熊
を
徴
す
。
丹
・
熊
調
度
（
＝
租
税
の
徴
収
）
を
益
し
、
必
ず
克
ち
て
乃
ち
還
ら
ん
と
願
ふ
。
復
た
大
い
に
賦
斂
せ
ん

と
す
る
も
、
就
都
（
＝
蜀
郡
の
一
部
）
大
尹
馮
英

給
す
る
を
肯
ん
ぜ
ず
、
上
言
す
ら
く
、
「
…
…
今
、
丹
・
熊

自
ら
期
会
に
詭
せ

め
ら
る
る
を
懼
れ
、
諸
郡
の
兵
・
穀
を
調
発
し
、
復
た
民
を

�

は
か（
＝
民
の
財
産
を
調
査
す
る
）
り
て
其
の
十
の
四
を
取
ら
ん
と
す
。

空
し
く
梁
州
（
＝
益
州
の
旧
名
）
を
破
（
＝
破
産
さ
せ
る
）
り
て
、
功
は
終
に
遂
げ
ざ
ら
ん
。
…
…
」
と
。

と
あ
り
、
寧
始
将
軍
廉
丹
と
庸
部
牧
史
熊
は
句
町
攻
撃
の
た
め
の
特
別
税
と
し
て
、
庸
部
の
民
衆
の
財
産
の
四
割
を
税
と
し
て
徴
収
し
よ

う
と
し
て
い
る
。
戦
争
の
た
め
に
派
遣
さ
れ
た
将
軍
や
州
牧
が
一
つ
の
州
全
体
の
民
衆
の
財
産
を
調
査
し
、
課
税
す
る
こ
と
は
、
現
実
に

は
到
底
不
可
能
で
あ
ろ
う
。
は
た
し
て
、
右
の
記
事
で
は
、
軍
費
調
達
の
た
め
の
賦
斂
に
つ
い
て
、
就
都
大
尹
が
「
給
す
る
」
こ
と
を
拒

否
す
る
姿
勢
を
し
め
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
将
軍
や
州
牧
の
要
請
に
よ
っ
て
、
郡
が
徴
税
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
こ
と
を
前
提

と
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
た
だ
し
、
別
稿
で
検
討
し
た
よ
う
に
、
前
漢
後
半
期
と
後
漢
時
代
の
郡
・
国
は
徴
税
の
方
針
を
し
め
す
こ
と

は
あ
っ
て
も
、
徴
税
の
実
務
に
か
か
わ
る
こ
と
は
な
く
、
そ
れ
は
県
・
道
が
担
当
し
て
い
た
。

（

�）

こ
の
こ
と
を
参
考
に
す
る
と
き
、
王
莽
期

に
お
い
て
も
前
漢
同
様
に
、
通
常
の
賦
税
は
も
ち
ろ
ん
、
軍
費
調
達
の
た
め
の
特
別
税
も
、
県
・
道
が
徴
収
し
、
郡
は
そ
の
監
督
に
あ
た
っ

て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

州
と
郡
・
県
、
と
く
に
州
と
郡
と
の
関
係
も
簡
単
に
み
て
お
こ
う
。
先
に
引
用
し
た
『
後
漢
書
』
崔

�列
伝
を
み
る
と
、
王
莽
期
の
建

王
莽
期
の
地
方
行
政
（
紙
屋
）

一
三
五
一
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新
（
千
乗
）
大
尹
崔
篆
が
郡
内
で
審
理
を
や
り
な
お
し
て
二
千
余
人
を
釈
放
し
た
と
き
、
建
新
郡
の
掾
史
は
「
州
牧
は
峻
刻
な
り
」
と
諌

言
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
当
時
の
州
牧
が
監
察
官
と
し
て
厳
し
か
っ
た
こ
と
を
い
う
の
で
あ
ろ
う
。
次
節
で
紹
介
す
る
よ
う
に
、
『
後
漢

書
』
伝
七
岑
彭
列
伝
に
よ
る
と
、
建
武
五
年
（
二
九
）
一
二
月
に
交
趾
牧
鄧
譲
は
江
夏
太
守
侯
登
ら
七
人
の
郡
・
国
の
守
・
相
を
ひ
き
い

て
光
武
帝
に
貢
献
・
帰
属
し
て
い
る
。
王
莽
期
に
州
牧
が
郡
を
監
督
す
る
一
段
高
い
立
場
に
あ
っ
た
た
め
に
、
交
趾
牧
が
ひ
き
い
る
こ
と

に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
右
に
み
た
よ
う
に
、
天
鳳
三
年
一
〇
月
に
句
町
を
討
つ
こ
と
に
な
っ
た
寧
始
将
軍
廉
丹
と
庸
部
（
益
州
）

牧
史
熊
は
、
庸
部
の
民
衆
か
ら
特
別
税
を
徴
収
し
よ
う
と
し
た
が
、
こ
れ
は
郡
・
県
が
徴
収
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
た
。
州
は
徴
税

の
実
務
を
担
当
で
き
る
ほ
ど
の
体
制
を
も
た
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
王
莽
期
の
州
牧
が
軍
事
出
動
し
た
こ
と
は
『
漢
書
』
王
莽
伝
で
し
ば

し
ば
確
認
で
き
る
が
、
行
政
面
で
は
、
一
応
は
郡
を
監
督
す
る
位
置
に
あ
っ
た
も
の
の
、
地
方
行
政
を
完
全
に
掌
握
す
る
に
は
ほ
ど
遠
か
っ

た
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

王
莽
の
改
革
は
地
方
行
政
よ
り
も
、
「
は
し
が
き
」
で
簡
単
に
紹
介
し
た
よ
う
に
中
央
官
制
や
礼
制
、
経
済
・
財
政
政
策
、
対
外
政
策

な
ど
に
重
点
が
お
か
れ
て
お
り
、
地
方
行
政
に
お
い
て
は
目
立
ち
や
す
い
州
な
い
し
は
監
察
機
関
や
郡
に
改
革
の
中
心
が
あ
っ
て
、
県
・

道
に
関
す
る
改
革
は
少
な
か
っ
た
。
官
制
の
面
か
ら
み
れ
ば
、
監
察
機
関
の
新
設
や
、
郡
の
太
守
・
都
尉
、
県
・
道
の
令
・
長
な
ど
の
官

名
の
改
変
と
い
う
改
革
は
一
応
行
な
わ
れ
て
い
る
が
、
地
方
行
政
の
実
務
処
理
を
担
当
す
る
郡
・
県
の
属
吏
を
ふ
く
む
吏
員
組
織
に
は
ほ

と
ん
ど
手
を
つ
け
て
い
な
か
っ
た
模
様
で
あ
る
。
郡
・
県
そ
れ
ぞ
れ
と
他
の
官
府
と
の
関
係
を
み
る
と
、
中
央
と
郡
と
の
間
で
は
、
三
公

が
郡
を
指
導
し
、
郡
は
三
公
に
必
要
事
項
を
報
告
し
、
上
計
簿
を
上
呈
し
て
お
り
、
軍
事
に
関
し
て
は
朝
廷
と
郡
の
卒
正
・
連
率
・
大
尹

一
三
五
二
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と
の
間
で
虎
符
を
剖
ち
あ
っ
て
い
た
。
郡
と
県
・
道
と
の
間
で
は
、
郡
の
長
官
が
行
県
を
行
な
い
、
各
種
の
指
導
に
も
あ
た
っ
て
お
り
、

県
・
道
は
郡
に
必
要
事
項
を
報
告
し
、
上
計
簿
も
提
出
し
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
裁
判
は
ま
ず
県
・
道
で
行
な
い
、
そ
こ
に
何
か
の
問

題
が
あ
れ
ば
、
郡
が
関
与
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
徴
税
に
つ
い
て
は
、
郡
は
そ
の
方
針
の
提
示
と
監
督
に
あ
た
り
、
徴
収
の
実
務
は

県
・
道
が
担
当
し
て
い
た
。
州
牧
は
監
察
官
と
し
て
厳
し
く
、
ま
た
行
政
面
で
郡
・
県
を
監
督
す
る
立
場
に
あ
っ
た
が
、
地
方
行
政
を
完

全
に
掌
握
す
る
ほ
ど
で
は
な
か
っ
た
。
史
料
が
乏
し
い
た
め
に
確
認
し
え
た
事
項
は
少
な
い
の
で
あ
る
が
、
み
た
か
ぎ
り
、
王
莽
期
の
地

方
行
政
の
あ
り
方
は
前
漢
後
半
期
の
そ
れ
と
実
質
的
に
変
わ
り
な
か
っ
た
と
理
解
し
て
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
前
漢
末
に
任
用
さ
れ
た
地
方
長
官
の
多
く
が
王
莽
の
簒
奪
後
も
そ
の
地
位
を
た
も
っ
て
い
た
と
い
う
事
実
と
関
係
す
る

と
こ
ろ
も
大
き
い
で
あ
ろ
う
。
た
し
か
に
、
平
帝
期
に
美
陽
令
で
あ
っ
た
蜀
郡
の
王
皓
は
、
王
莽
が
簒
奪
す
る
と
官
を
す
て
て
故
郷
に
か

え
り
（『
後
漢
書
』
伝
七
一
独
行
・
李
業
列
伝
）、
酒
泉
都
尉
の
許
楊
は
王
莽
の
簒
奪
後
に
姓
名
を
か
え
、
巫
医
と
な
っ
て
他
郡
へ
逃
げ
か

く
れ
た
（
『
後
漢
書
』
伝
七
二
上
方
術
・
許
楊
列
伝
）
と
い
う
よ
う
に
、
官
を
去
っ
た
事
例
も
み
ら
れ
る
。
し
か
し
、
前
漢
末
期
に
清
水

長
と
な
り
、
五
県
の
令
・
長
を
兼
摂
し
て
い
た
公
孫
述
は
王
莽
の
天
鳳
年
間
に
導
江
（
蜀
郡
）
卒
正
に
な
り
（
『
後
漢
書
』
伝
三
公
孫
述

列
伝
）、
平
帝
期
に
漁
陽
都
尉
に
な
っ
た
郭

�は
王
莽
期
に
は
い
っ
て
も
上
谷
大
尹
・
并
州
牧
を
歴
任
し
、
さ
ら
に
更
始
帝
期
に
左
馮
翊
、

光
武
帝
期
に
雍
州
牧
を
連
続
し
て
つ
と
め
（『
後
漢
書
』
伝
二
一
郭

�列
伝
）、
錫
光
は
平
帝
期
か
ら
王
莽
期
、
そ
し
て
建
武
（
二
五
～
五

五
）
初
年
ま
で
交
阯
太
守
と
し
て
善
政
に
つ
と
め
て
い
た
（
『
後
漢
書
』
伝
六
六
循
吏
・
任
延
列
伝
）
と
い
う
よ
う
に
、
前
漢
末
か
ら
王

莽
簒
奪
後
ま
で
継
続
し
て
地
方
行
政
に
た
ず
さ
わ
っ
た
人
物
が
多
い
。『
漢
書
』
王
莽
伝
中
の
始
建
国
元
年
秋
の
条
に

王
莽
期
の
地
方
行
政
（
紙
屋
）

一
三
五
三
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五
威
将
符
命
を
奉
じ
、
印
綬
を
齎 も
た
らし
、
王
侯
以
下
、
及
び
吏
の
官
名
更
ま
る
者
、
外
は
匈
奴
・
西
域
、
徼
外
の
蛮
夷
に
及
ぶ
ま
で
、

皆
な
即
ち
新
室
の
印
綬
を
授
け
、
因
り
て
故
の
漢
の
印
綬
を
收
む
。

と
あ
る
よ
う
に
、
官
吏
は
、
諸
侯
や
国
外
の
蛮
夷
の
首
長
な
ど
と
同
様
に
新
の
印
綬
を
授
与
さ
れ
、

（

�）

漢
の
印
綬
を
回
収
さ
れ
て
い
る
。
も

ち
ろ
ん
、
こ
の
官
吏
の
中
に
は
郡
の
太
守
・
都
尉
や
県
の
令
・
長
か
ら
改
変
さ
れ
た
ば
か
り
の
大
尹
・
太
尉
や
宰
な
ど
も
ふ
く
ま
れ
る
の

で
あ
り
、
こ
の
記
事
に
よ
る
か
ぎ
り
、
前
漢
末
の
地
方
長
官
の
多
く
は
、
印
綬
を
と
り
か
え
ら
れ
な
が
ら
王
莽
の
即
位
後
も
継
続
し
て
任

用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
そ
の
間
、
郡
・
県
の
長
官
の
も
と
で
実
務
を
処
理
し
て
い
た
属
吏
層
は
、
王
莽
が
郡
・
県
の
属
吏

組
織
に
ほ
と
ん
ど
目
を
む
け
て
い
な
い
事
実
を
考
え
る
と
、
多
く
の
場
合
、
前
漢
末
の
属
吏
層
が
そ
の
ま
ま
任
用
さ
れ
つ
づ
け
た
と
理
解

す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
王
莽
は
地
方
長
官
ク
ラ
ス
の
官
名
を
改
変
し
て
目
先
を
か
え
た
だ
け
で
、
基
本
的
に
は
郡
・
県
の
組
織
も
、
他
官
府

と
の
関
係
も
人
材
も
、
前
漢
末
の
も
の
と
ほ
と
ん
ど
か
わ
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
し
め
す
と
い
え
よ
う
。

王
莽
が
属
吏
組
織
よ
り
も
太
守
や
令
・
長
に
、
県
・
道
よ
り
も
州
・
郡
に
、
地
方
よ
り
も
中
央
に
改
革
の
重
点
を
む
け
た
の
に
は
、
い

く
つ
か
の
背
景
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
第
一
は
王
莽
の
経
歴
に
関
す
る
こ
と
で
あ
る
。
王
莽
は
父
王
曼
の
早
死
に
よ
っ
て
、
若

い
こ
ろ
苦
労
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
外
戚
王
氏
の
一
人
と
し
て
京
師
で
成
長
し
て
お
り
、
哀
帝
期
に
封
地
で
あ
る
南
陽
郡
新
都
侯

国
に
就
国
し
て
い
た
時
期
以
外
は
地
方
を
知
ら
な
い
。
ま
た
そ
の
官
歴
を
み
て
も
、
成
帝
期
に
黄
門
郎
、
射
声
校
尉
、
騎
都
尉
光
禄
大
夫

侍
中
、
大
司
馬
を
つ
と
め
、
哀
帝
期
に
野
に
く
だ
っ
た
が
、
平
帝
期
に
大
司
馬
に
か
え
り
さ
い
て
か
ら
は
、
「
は
し
が
き
」
で
紹
介
し
た

通
り
の
官
を
歴
任
し
た
あ
と
で
即
位
し
て
お
り
、
行
政
の
実
務
を
処
理
す
る
官
に
つ
い
た
経
験
が
な
か
っ
た
。
こ
の
経
歴
が
王
莽
の
目
を

一
三
五
四
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中
央
に
む
け
さ
せ
た
の
で
あ
ろ
う
。
第
二
は
王
莽
政
権
の
統
一
政
権
と
し
て
の
成
熟
度
に
関
す
る
こ
と
で
あ
る
。
前
漢
も
後
漢
も
、
建
国

し
た
当
初
は
基
盤
と
す
る
地
域
の
支
配
の
確
立
と
各
地
に
の
こ
る
群
雄
の
平
定
に
つ
と
め
、
十
数
年
を
へ
て
一
応
の
天
下
統
一
を
達
成
し

て
い
る
。

（

�）

そ
の
点
、
そ
れ
な
り
に
「
完
成
」
さ
れ
た
前
漢
王
朝
を
簒
奪
し
た
王
莽
政
権
は
群
雄
を
平
定
す
る
必
要
は
な
か
っ
た
。
し
か
し

王
莽
政
権
も
ま
ず
政
権
の
基
礎
を
か
た
め
る
必
要
は
あ
っ
た
。
前
漢
の
朝
廷
内
部
で
政
権
を
う
ば
っ
た
王
莽
に
と
っ
て
は
、
中
央
に
お
い

て
諸
改
革
を
推
進
す
る
こ
と
が
基
礎
固
め
に
あ
た
っ
た
と
い
え
よ
う
。
そ
の
こ
ろ
地
方
で
は
、
居
摂
元
年
（
六
）
四
月
、
安
衆
侯
劉
崇
が

（

�）

侯
相
の
張
紹
と
は
か
っ
て
百
余
人
で
南
陽
郡
宛
県
を
攻
撃
し
た
。
翌
居
摂
二
年
九
月
、
東
郡
太
守

�義
は
衆
十
余
万
人
で
挙
兵
し
、
右
扶

風
槐
里
県
で
は
男
子
趙
明
・
霍
鴻
ら
が
、

�義
に
共
鳴
し
て
十
万
人
近
く
の
兵
を
以
て
長
安
を
攻
撃
し
よ
う
と
し
て
い
る
（
以
上
、
『
漢

書
』
王
莽
伝
上
）
。
ま
た
第
一
節
で
紹
介
し
た
よ
う
に
、
居
摂
三
年
（
八
）
以
降
、
公
・
侯
・
伯
・
子
・
男
の
諸
侯
と
附
城
を
数
多
く
封

じ
た
が
、
こ
れ
ら
の
封
君
の
多
く
は
封
邑
を
賜
与
さ
れ
な
い
ま
ま
放
置
さ
れ
て
い
た
。
こ
う
し
た
事
実
は
、
王
莽
が
地
方
を
確
実
に
掌
握

し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
し
め
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
王
莽
が
膝
元
の
基
礎
固
め
を
は
か
っ
て
い
る
段
階
で
諸
改
革
が
失
敗
し

て
政
治
が
混
乱
し
、
地
方
や
実
務
の
改
革
に
目
を
む
け
る
余
裕
の
な
い
ま
ま
一
五
年
で
滅
亡
し
て
し
ま
い
、
そ
の
結
果
と
し
て
、
中
央
官

制
や
郡
の
太
守
な
ど
目
立
っ
た
部
分
の
改
革
で
お
わ
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
え
よ
う
。

以
上
、
地
方
行
政
を
中
心
に
王
莽
の
政
治
を
み
て
き
た
が
、
王
莽
の
政
治
は
有
効
に
機
能
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
『
漢
書
』
王
莽

伝
中
の
天
鳳
二
年
（
一
五
）
の
条
に
は
、
地
方
行
政
を
ふ
く
む
政
治
全
体
に
対
す
る
王
莽
の
姿
勢
を
う
か
が
わ
せ
る
記
事
が
あ
る
。

莽
意
に
以
為
へ
ら
く
、「
制
定
ま
ら
ば
則
ち
天
下
自
ず
か
ら
平
ら
か
な
ら
ん
」
と
。
故
に
地
里
を
鋭
思
（
＝
こ
ま
か
く
考
え
る
）

王
莽
期
の
地
方
行
政
（
紙
屋
）
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し
、
礼
を
制
し
楽
を
作
り
、
六
経
の
説
を
講
合
（
＝
議
論
し
あ
う
）
せ
し
む
。
公
卿
旦 あ
し
たに
入
り
暮
れ
て
出
づ
る
も
、
議
論
は
連
年

決
せ
ず
、
獄
訟
の
冤
結
（
＝
無
実
の
罪
に
よ
る
不
満
）
、
民
の
急
務
を
省
み
る
に
暇
あ
ら
ず
。
県
宰
欠
く
る
も
、
数
年
、
守
兼
（
＝

兼
任
す
る
）
せ
し
む
。
…
…
莽
前
に
権
を

�

も
っ
ぱ
らに
し
て
以
て
漢
政
を
得
し
こ
と
を
自
ら
見 お
もひ
、
故
に
努
め
て
自
ら
衆
事
を

�

す

ぶ
。
有

司
成
る
（
＝
で
き
あ
が
っ
た
政
策
）
を
受
け
て
苟
免
（
＝
責
任
逃
れ
の
態
度
を
と
る
）
す
。
諸
の
宝
物
名
・
帑
蔵
・
銭
穀
の
官
は
、

皆
な
宦
者
之
を
領
し
、
吏
民
の
上
す
封
事
の
書
は
、
宦
官
・
左
右
開
き
発
し
、
尚
書
は
知
る
を
得
ず
。
其
の
臣
下
を
畏
備
（
＝

畏
れ
警
戒
す
る
）
す
る
こ
と
此
く
の
如
し
。
又
た
制
度
を
変
改
す
る
を
好
み
、
政
令
煩
多
な
り
。
奉
行
（
＝
政
務
の
執
行
）
に
当
る

者
は
、
輒
ち
質
問
し
て
乃
ち
以
て
事
に
従
ひ
、
前
後
相
ひ
乗 つ
も

り
（
＝
前
の
仕
事
と
後
の
仕
事
が
重
な
り
）
、

�
�

か
い
ほ
う

（
＝
混
乱
し
て
見

通
し
が
た
た
な
い
状
態
）
渫 ち

ら
ず
。
莽
常
に
燈
火
を
御
し
て
明
（
＝
夜
明
け
）
に
至
る
も
、
猶
ほ
勝 し
のぐ
能
は
ず
。
尚
書
は
是
に
因

り
姦
を
為
し
て
事
を
寝 や

め
、
上
書
し
て
報 こ
たへ
を
待
つ
者
は
年
を
連
ぬ
る
も
去
る
を
得
ず
、
郡
県
に
拘
繋
さ
る
る
者
は
赦
に
逢
ひ
て
後

に
出
で
、
衛
卒
は
交
代
さ
れ
ざ
る
こ
と
三
歳
な
り
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
王
莽
は
制
度
さ
え
制
定
す
れ
ば
す
べ
て
が
う
ま
く
い
く
と
考
え
て
煩
雑
な
改
革
を
行
な
い
、
自
分
自
身
が
漢
の
政
権
を

う
ば
っ
た
経
緯
を
考
慮
し
て
、
す
べ
て
の
こ
と
を
自
分
で
決
済
し
な
け
れ
ば
気
が
す
ま
ず
、
そ
の
た
め
、
有
司
は
受
動
的
に
な
っ
て
責
任

逃
れ
の
態
度
を
と
っ
て
い
た
。
王
莽
以
下
の
政
務
の
と
り
方
を
み
る
と
、
王
莽
自
身
は
夜
を
徹
し
て
朝
ま
で
執
務
し
て
も
政
務
を
処
理
で

き
ず
、
公
卿
は
朝
早
く
か
ら
夜
遅
く
ま
で
議
論
を
つ
づ
け
て
も
結
論
を
え
ら
れ
ず
、
尚
書
は
宦
官
・
側
近
に
職
務
を
う
ば
わ
れ
て
悪
事
に

は
し
り
、
実
務
に
あ
た
る
吏
員
は
政
策
の
意
図
・
経
緯
を
質
問
し
な
け
れ
ば
執
行
で
き
な
い
あ
り
さ
ま
で
あ
っ
た
。
そ
の
結
果
、
裁
判
の

一
三
五
六

（22）



寃
罪
、
民
間
の
急
務
は
放
置
さ
れ
、
上
書
し
た
者
は
何
年
も
回
答
を
も
ら
え
ず
、
郡
・
県
に
拘
繋
さ
れ
た
者
は
裁
判
を
う
け
ら
れ
な
い
う

ち
に
恩
赦
に
あ
っ
て
釈
放
さ
れ
、
衛
卒
に
徴
発
さ
れ
た
者
は
交
代
で
き
な
い
ま
ま
三
年
も
す
ぎ
、
県
宰
が
欠
員
に
な
っ
て
も
数
年
に
わ
た
っ

て
後
任
は
き
ま
ら
ず
、
兼
任
の
ま
ま
で
放
置
さ
れ
て
い
る
と
い
う
状
態
で
あ
っ
た
。
こ
の
記
事
に
よ
る
か
ぎ
り
、
王
莽
自
身
か
ら
公
卿
・

尚
書
、
さ
ら
に
郡
・
県
に
い
た
る
ま
で
、
政
治
全
般
が
ほ
ぼ
機
能
麻
痺
に
お
ち
い
っ
て
い
た
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

地
方
行
政
自
体
の
機
能
の
有
効
性
に
目
を
む
け
る
と
、
個
人
レ
ベ
ル
で
は
『
後
漢
書
』
任
延
列
伝
に
、
建
武
年
間
の
九
真
太
守
任
延
の

治
績
を
列
記
し
た
あ
と
で
、
辺
郡
太
守
と
し
て
異
民
族
を
ふ
く
む
郡
民
の
教
化
で
同
様
な
成
績
を
お
さ
め
た
事
例
と
し
て
、
さ
き
に
簡
単

に
紹
介
し
た
前
漢
末
か
ら
王
莽
期
を
へ
て
建
武
初
年
ま
で
交
阯
太
守
を
つ
と
め
た
錫
光
に
つ
い
て

初
め
平
帝
の
時
、
漢
中
の
錫
光
交
阯
太
守
と
為
る
。
民
夷
を
教
導
し
、
漸
（
＝
感
化
す
る
）
す
る
に
礼
義
を
以
て
し
、
化
声
（
＝

教
化
の
評
価
）
は
【
任
】
延
に
侔 ひ
と

し
。
王
莽
末
、
…
…

と
あ
り
、
『
後
漢
書
』
伝
一
六
侯
覇
列
伝
に
よ
れ
ば
、
王
莽
期
の
随
県
宰
の
侯
覇
は
県
内
の
盗
賊
を
平
定
し
て
治
安
を
安
定
さ
せ
、
の
ち

に
淮
平
（
臨
淮
）
大
尹
と
し
て
政
治
を
安
定
さ
せ
て
有
能
と
の
評
判
を
え
て
い
た
と
い
う
よ
う
に
、
善
政
で
名
を
あ
げ
た
地
方
長
官
も
み

ら
れ
る
。
そ
の
一
方
で
『
漢
書
』
王
莽
伝
下
の
地
皇
二
年
の
条
に
引
用
す
る
翼
平
連
率
田
況
の
上
書
に
、
当
初
、
弱
体
で
あ
っ
た
赤
眉
の

賊
が
郡
・
県
の
対
応
の
悪
さ
の
故
に
強
勢
に
な
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
お
り
、
『
後
漢
書
』
崔

�列
伝
に
は
、
建
新
（
千
乗
）
郡
で
、
県

の
不
公
平
な
裁
判
に
よ
っ
て
二
千
余
人
の
民
が
不
当
に
投
獄
さ
れ
て
い
た
と
あ
る
。
ま
た
、
財
政
状
態
が
極
端
に
悪
化
し
て
い
た
王
莽
期

に
は
、『
漢
書
』
王
莽
伝
中
の
天
鳳
三
年
（
一
六
）
の
条
に
よ
る
と
、
五
月
に
王
莽
が
吏
禄
制
度
を
発
令
し
た
あ
と
に

王
莽
期
の
地
方
行
政
（
紙
屋
）
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吏
終
に
禄
を
得
ず
、
各
々
官
職
に
因
り
て
姦
を
為
し
、

�賂
を
受
取
し
以
て
自
ら
共
（
供
）
給
す
。

と
あ
り
、
よ
り
具
体
的
に
は
、『
漢
書
』
王
莽
伝
下
の
天
鳳
五
年
（
一
八
）
の
条
に

天
下
の
吏
奉
禄
を
得
ざ
る
を
以
て
、
並
び
に
姦
利
を
為
し
、
郡
尹
・
県
宰
は
家
に
千
金
を
累
ぬ
。

と
あ
る
よ
う
に
、
俸
禄
を
え
ら
れ
な
か
っ
た
郡
大
尹
や
県
宰
な
ど
が
、
収
賄
そ
の
他
で
千
金
に
の
ぼ
る
私
財
を
た
く
わ
え
た
こ
と
を
つ
た

え
て
い
る
。
さ
ら
に
『
漢
書
』
王
莽
伝
下
の
地
皇
二
年
の
条
に
引
く
翼
平
連
率
田
況
の
上
書
は
、
さ
き
に
み
た
よ
う
に
、
県
は
郡
を
あ
ざ

む
き
、
郡
は
朝
廷
を
あ
ざ
む
い
て
い
た
こ
と
を
紹
介
し
て
い
た
が
、
そ
れ
に
つ
づ
け
て

乃
ち
【
朝
廷
は
】
将
率

し
ょ
う
す
い（
＝
将
軍
）
を
遣
し
、
多
く
使
者
を
発
し
、
伝 あ
わ
た
だし
く
相
ひ
監
趣
（
＝
取
り
締
り
促
す
）
せ
し
む
。
郡
・
県

力
め
て
上
官
に
事
へ
、
詰
対
（
＝
取
り
調
べ
）
に
応
塞

お
う
そ
く

（
＝
応
答
す
る
）
し
、
酒
食
を
共
（
供
）
し
、
資
用
を
具
へ
、
以
て
【
身

を
】
断
斬
よ
り
救
は
ん
と
す
。
復
た
盗
賊
を
憂
へ
、
官
事
を
治
む
る
に
給 い
と
まあ
ら
ず
。

と
あ
る
よ
う
に
、
郡
・
県
の
官
府
・
吏
員
は
、
監
察
の
た
め
に
朝
廷
か
ら
派
遣
さ
れ
て
く
る
将
帥
や
使
者
を
接
待
し
て
自
分
自
身
を
ま
も

る
こ
と
に
い
そ
が
し
く
、
盗
賊
対
策
や
公
務
に
取
り
く
む
余
裕
は
な
か
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る
。

「
は
じ
め
に
」
で
一
瞥
し
た
王
莽
の
改
革
の
う
ち
、
南
北
郊
祀
制
や
天
子
七
廟
制
な
ど
の
礼
制
に
関
す
る
改
革
は
後
漢
以
降
の
制
度
に

影
響
を
あ
た
え
て
お
り
、
そ
れ
な
り
に
成
功
し
た
と
い
え
よ
う
。
そ
の
一
方
で
、
民
政
に
関
係
し
て
く
る
土
地
制
度
、
経
済
・
財
政
政
策

な
ど
や
対
外
政
策
の
諸
改
革
は
ほ
と
ん
ど
失
敗
に
お
わ
っ
て
い
る
が

（

�）

、
以
上
、
紹
介
し
た
事
例
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
地
方
行
政
も
ほ
と

ん
ど
機
能
し
な
く
な
っ
て
い
た
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

一
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こ
こ
で
王
莽
の
地
方
行
政
に
関
す
る
改
革
を
ふ
り
か
え
る
と
、
煩
雑
な
ま
で
に
重
複
し
た
監
察
体
制
を
設
置
し
た
こ
と
と
、
諸
侯
王
の

制
度
と
郡
国
制
を
基
本
的
に
廃
止
し
、
郡
・
県
の
境
界
を
再
区
画
し
て
一
二
五
郡
、
二
二
〇
三
県
に
し
た
り
、
郡
・
県
の
名
称
を
頻
繁
に

変
更
し
た
こ
と
以
外
は
、
郡
の
太
守
と
県
・
道
の
令
・
長
の
官
名
を
あ
ら
た
め
た
程
度
に
お
わ
っ
て
お
り
、
前
漢
末
の
制
度
と
基
本
的
に

は
か
わ
っ
て
い
な
い
。
そ
う
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
よ
う
に
機
能
し
て
い
な
い
と
す
る
と
、
地
方
行
政
制
度
と
し
て
郡
県
制
は

も
は
や
有
効
で
な
く
な
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
も
う
一
度
、
王
莽
の
政
治
の
や
り
方
を
み
な
お
す
と
、
王
莽
は
、
制
度
は
制
定
し
さ

え
す
れ
ば
う
ま
く
い
く
と
い
う
考
え
の
も
と
に
、
地
方
よ
り
は
中
央
、
県
・
道
よ
り
は
州
・
郡
、
属
吏
組
織
よ
り
は
太
守
や
令
・
長
と
い
っ

た
目
立
つ
と
こ
ろ
に
重
点
を
お
い
て
煩
雑
な
改
革
を
行
な
い
、
監
察
体
制
は
強
化
し
た
が
、
行
政
の
実
務
の
効
率
化
に
は
ほ
と
ん
ど
目
を

む
け
て
い
な
か
っ
た
。
ま
た
財
政
状
態
が
極
端
に
悪
化
し
て
い
て
俸
禄
を
え
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
に
、
郡
・
県
の
長
官
な
ど
が
収
賄
そ
の

他
で
私
財
を
た
く
わ
え
て
い
た
と
い
う
事
情
も
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
王
莽
政
治
の
中
で
郡
・
県
が
有
効
に
機
能
し
て
い
な
か
っ
た
の
は

事
実
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
当
時
の
郡
・
県
を
と
り
ま
く
環
境
に
問
題
が
あ
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
郡
県
制
そ
の
も
の
に
欠
陥
が
あ
っ
た
と
は

簡
単
に
い
え
な
い
。
江
幡
真
一
郎
氏
は
、
後
漢
で
は
皇
帝
の
夭
折
が
あ
い
つ
ぎ
、
中
央
政
府
は
外
戚
と
宦
官
の
た
め
に
し
ば
し
ば
混
乱
し

た
の
に
、
帝
国
が
と
も
か
く
二
〇
〇
年
近
く
存
続
し
た
の
は
、
帝
国
を
さ
さ
え
る
基
盤
で
あ
る
地
方
農
村
が
一
応
は
健
全
で
あ
り
、
地
方

政
治
が
案
外
う
ま
く
い
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
と
推
測
し
て
い
る
。

（

�）

後
漢
時
代
の
農
村
が
健
全
で
あ
っ
た
の
か
、
地
方
行
政
が
後
漢
一

代
を
通
し
て
う
ま
く
い
っ
て
い
た
の
か
い
さ
さ
か
問
題
が
の
こ
る
。
し
か
し
少
な
く
と
も
後
漢
時
代
の
地
方
行
政
は
、
次
節
で
の
べ
る
よ

う
に
前
漢
後
半
期
の
地
方
行
政
制
度
を
う
け
つ
い
で
出
発
し
、
別
稿
で
検
討
し
た
よ
う
に
、
吏
員
組
織
の
充
実
な
ど
の
施
策
を
実
施
し
た

王
莽
期
の
地
方
行
政
（
紙
屋
）

一
三
五
九
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り
、

（

�）

地
方
行
政
刷
新
策
を
う
ち
だ
し
た
り
し

（

�）

て
、
そ
れ
な
り
に
機
能
し
て
い
た
時
期
が
あ
る
の
は
事
実
で
あ
る
。

三
後
漢
の
郡
県
制
復
活

『
漢
書
』
王
莽
伝
下
に
は
、
地
皇
四
年
（
二
三
）
「
三
月
辛
巳
朔
」
に
劉
玄
（
更
始
帝
）
が
た
ち
、
改
元
し
て
更
始
元
年
と
し
た
と
あ

る
が
、
『
後
漢
書
』
紀
一
光
武
帝
紀
の
更
始
元
年
の
条
で
は
「
二
月
辛
巳
」
に
更
始
帝
が
た
っ
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
暦
法
の
殷
正
に

も
と
づ
く
王
莽
の
地
皇
四
年
は
、
少
な
く
と
も
王
莽
が
死
ぬ
一
〇
月
ま
で
つ
づ
く
が
、
更
始
帝
の
側
は
地
皇
四
年
二
月
が
お
わ
っ
た
翌
日

を
夏
正
に
も
と
づ
く
更
始
元
年
の
二
月
一
日
（
朔
日
）
に
し
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
更
始
帝
の
勢
力
に
と
っ
て
、
更
始
元
年
に
あ
た

る
年
に
は
地
皇
四
年
二
月
と
更
始
元
年
二
月
と
、
二
月
が
二
回
あ
り
、
一
年
間
は
一
三
ヵ
月
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

（

�）

更
始
帝
は
即
位
と
同

時
に
王
莽
の
殷
正
を
否
定
し
て
夏
正
を
復
活
し
、
自
ら
の
政
権
が
前
漢
を
ひ
き
つ
ぐ
政
権
で
あ
る
こ
と
を
表
明
し
た
こ
と
に
な
る
。

更
始
元
年
と
平
行
し
て
い
た
地
皇
四
年
の
一
〇
月
（
更
始
元
年
九
月
）
に
王
莽
は
殺
さ
れ
る
が
、
そ
の
前
後
の
状
況
に
つ
い
て
、
『
漢

書
』
王
莽
伝
下
の
地
皇
四
年
の
条
に

及
び
曹
部
監
杜

（

�）

普
、
陳
定
（
＝
梁
郡
）
大
尹
沈
意
、
九
江
連
率
賈
萌
皆
な
郡
を
守
り
て
降
ら
ず
、
漢
兵
の
誅
す
る
所
と
為
る
。
賞

都
（
＝
汝
南
郡
の
一
部
）
大
尹
王
欽
及
び
【
九
虎
将
軍
の
一
人
】
郭
欽
京
師
倉
を
守
り
、
莽
の
死
す
る
を
聞
き
て
、
乃
ち
降
る
。

更
始
之
を
義
と
し
、
皆
な
封
じ
て
侯
と
為
す
。

一
三
六
〇
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と
あ
る
よ
う
に
、
王
莽
に
臣
節
を
つ
く
し
て
漢
兵
に
殺
さ
れ
る
地
方
長
官
や
、
更
始
帝
に
投
降
す
る
大
尹
が
あ
っ
た
。
ま
た
こ
の
当
時
、

各
地
で
勢
力
を
確
立
し
は
じ
め
て
い
た
群
雄
は
、『
後
漢
書
』
光
武
帝
紀
上
の
更
始
元
年
の
条
に

【
故
の
趙
繆
王

ぼ
く
お
うの
子
の
劉
】
林
、
是
に
於
て
乃
ち
詐
り
て
卜
者
の
王
郎
を
以
て
成
帝
の
子
の
子
輿
と
為
す
。
十
二
月
、
郎
を
立
て
て

天
子
と
為
し
、
邯
鄲
に
都
す
。
遂
に
使
者
を
遣
は
し
て
郡
国
を
降
下
せ
し
む
。

と
あ
る
よ
う
に
、
周
辺
の
郡
に
投
降
を
呼
び
か
け
た
り
、『
後
漢
書
』
伝
九
耿

�

こ
う
え
ん列
伝
に

王
莽
敗
れ
、
更
始
立
つ
に
及
び
、
諸
将
の
地
を
略
す
る
者
（
諸
将
略
地
者
）
、
前
後
、
多
く
威
権
を
擅
に
し
、
輒
ち
守
・
令
を
改
易

す
。

と
あ
る
よ
う
に
、
現
職
の
郡
・
県
の
長
官
を
罷
免
し
て
他
の
人
物
に
さ
し
か
え
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
世
の
帰
趨
が
さ
だ
ま
ら
な
い
中
、
地

方
長
官
は
帰
属
す
べ
き
群
雄
を
さ
が
し
、
更
始
帝
を
は
じ
め
と
す
る
群
雄
は
で
き
る
だ
け
多
く
の
郡
を
獲
得
し
よ
う
と
し
て
い
た
よ
う
で

あ
る
。
そ
し
て
少
な
く
と
も
更
始
帝
は
、『
後
漢
書
』
伝
五
鄧
晨
列
伝
に

更
始
北
の
か
た
洛
陽
に
都
し
、
晨
を
以
て
常
山
太
守
と
為
す
。

と
あ
り
、『
後
漢
書
』
伝
七
岑
彭
列
伝
に
は

更
始
乃
ち
彭
を
封
じ
て
帰
徳
侯
と
な
し
、
…
…
。
彭
復
た
大
司
馬
朱 し
ゅ鮪 い

の
校
尉
と
為
り
、
鮪
に
従
ひ
て
王
莽
の
楊
（
揚
）
州
牧

李
聖
を
撃
ち
て
之
を
殺
し
、
淮
陽
城
を
定
む
。
鮪
彭
を
薦
め
て
淮
陽
都
尉
と
為
す
。
…
…
彭
兵
を
引
き
て
【
将
軍
徭
】
偉
を
攻

め
、
之
を
破
る
。
潁
川
太
守
に
遷
る
。

王
莽
期
の
地
方
行
政
（
紙
屋
）

一
三
六
一
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と
あ
る
よ
う
に
、
郡
の
長
官
ク
ラ
ス
の
官
名
を
前
漢
時
代
の
官
名
、
す
な
わ
ち
太
守
・
都
尉
に
も
ど
し
て
い
る
。
ま
た
第
一
節
で
み
た
よ

う
に
、
王
莽
は
天
鳳
元
年
（
一
四
）
に
三
輔
を
わ
け
て
六
尉
郡
と
し
、
太
守
の
代
わ
り
に
大
夫
を
お
い
た
が
、
そ
の
こ
と
を
つ
た
え
る

『
漢
書
』
王
莽
伝
中
の
記
事
の
顔
師
古
注
に
は
、
六
尉
郡
の
名
称
と
大
ま
か
な
区
画
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
左
馮
翊
の
東
部

は
師
尉
郡
、
西
部
は
列
尉
郡
で
あ
っ
た
と
い
う
。
と
こ
ろ
が
、『
後
漢
書
』
伝
二
一
郭

�列
伝
に

【
郭

�】
王
莽
の
時
に
上
谷
大
尹
と
為
り
、
并
州
牧
に
遷
る
。
更
始
新
た
に
立
ち
…
…
。
更
始
素
よ
り

�の
名
を
聞
き
、
徴
し
て

左
馮
翊
に
拝
し
、
百
姓
を
鎮
撫
せ
し
む
。

と
あ
る
よ
う
に
、
郡
名
も
長
官
の
官
名
も
左
馮
翊
に
も
ど
さ
れ
て
い
る
。
更
始
帝
は
地
名
も
官
名
も
前
漢
の
旧
に
も
ど
す
方
針
を
と
っ
て

い
た
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。

他
方
、『
後
漢
書
』
光
武
帝
紀
上
に
は
、
更
始
元
年
の
こ
と
と
し
て

十
月
、
節
を
持
し
て
北
の
か
た
【
黄
】
河
を
度 わ
たり
、
州
・
郡
を
鎮
慰
す
。
到
る
所
の
部
県
に
て
、
輒
ち
二
千
石
・
長
吏
・
三
老
・
官

属
よ
り
、
下
は
佐
史
に
至
る
ま
で
を
見
て
、
考
察
・
黜
陟
す
る
こ
と
、
州
牧
の
行
部
の
事
の
如
く
す
。
輒
ち
囚
徒
を
平
遣
（
＝
公
平

な
審
理
を
行
な
い
、
釈
放
す
る
）
し
、
王
莽
の
苛
政
を
除
き
、
漢
の
官
名
を
復
す
。
吏
人
（
民
）
は
喜
悦
し
、
争
っ
て
牛
・
酒
を
持

ち
て
迎
へ
労 ね
ぎ
らふ
。

と
あ
る
。
こ
れ
は
劉
秀
が
更
始
帝
の
命
で
河
北
平
定
に
む
か
う
と
き
の
記
事
で
あ
る
が
、
「
節
を
持
し
て
北
の
か
た
河
を
度
り
」
以
下
、

す
べ
て
劉
秀
が
主
語
の
記
事
で
あ
る
。
こ
の
記
事
か
ら
、
劉
秀
も
こ
の
時
に
王
莽
の
官
名
を
や
め
て
漢
の
官
名
を
復
活
す
る
方
針
を
明
確

一
三
六
二
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に
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
方
針
の
中
に
は
郡
の
卒
正
・
連
率
・
大
尹
を
太
守
に
、
県
・
道
の
宰
を
令
・
長
に
も
ど
す
こ

と
、
地
方
行
政
の
諸
制
度
を
前
漢
の
制
度
に
も
ど
す
こ
と
を
ふ
く
ん
で
い
た
と
い
え
よ
う
。
こ
の
当
時
の
劉
秀
は
い
ま
だ
勢
力
を
確
立
し

て
い
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
こ
の
方
針
は
、
劉
秀
が
勢
力
を
確
立
し
、
帝
位
に
つ
い
た
の
ち
ま
で
堅
持
さ
れ
て
い
く
。

『
後
漢
書
』
光
武
帝
紀
上
の
更
始
二
年
（
二
四
）
正
月
の
条
を
み
る
と
、
河
北
に
お
い
て
劉
秀
は
薊
を
平
定
し
た
も
の
の
、
邯
鄲
に
拠

点
を
お
く
王
郎
の
勢
力
が
薊
に
ま
で
お
よ
ん
で
く
る
と
、
二
千
石
以
下
が
こ
ぞ
っ
て
王
郎
に
し
た
が
っ
た
た
め
、
劉
秀
は
難
を
さ
け
る
た

め
に
南
下
を
つ
づ
け
、
や
っ
と
信
都
太
守
任
光
の
協
力
を
え
て
、
傍
県
の
兵
四
〇
〇
〇
人
を
獲
得
し
、
王
莽
が
任
命
し
た
和
成
（
鉅
鹿
郡

の
一
部
）
卒
正

�
�の

投
降
を
え
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
劉
秀
は
勢
力
を
強
化
し
、
建
武
元
年
（
二
五
）
六
月
に
皇
帝
位
に
つ
い
た

（
光
武
帝
）。
こ
の
と
き
に
元
号
を
た
て
て
建
武
と
し
た
の
で
あ
る
が
、
暦
法
は
更
始
帝
同
様
に
前
漢
の
夏
正
を
ひ
き
つ
い
で
い
る
。
光
武

帝
は
さ
ら
に
他
の
群
雄
の
鎮
圧
を
す
す
め
、
つ
い
に
建
武
一
〇
年
（
三
四
）
一
〇
月
に
隴
西
の
隗
囂
政
権
を
た
お
し
、
建
武
一
二
年
（
三

六
）
一
一
月
に
は
蜀
の
公
孫
述
政
権
を
く
だ
し
て
統
一
を
達
成
し
た
。
こ
の
間
の
こ
と
と
し
て
『
後
漢
書
』
伝
七
岑
彭
列
伝
に

是
に
於
て
【
交
阯
牧
鄧
】
譲
江
夏
太
守
侯
登
・
武
陵
太
守
王
堂
・
長
沙
相
韓
福
・
桂
陽
太
守
張
隆
・
零
陵
太
守
田
翕
・
蒼
梧
太
守

杜
穆
・
交
阯
太
守
錫
光
等
と
と
も
に
、
相
ひ
率
ゐ
て
使
を
遣
は
し
貢
献
し
、
悉
く
封
ぜ
ら
れ
て
列
侯
と
為
る
。

と
あ
る
。『
後
漢
書
』
光
武
帝
紀
上
に
よ
れ
ば
、
建
武
五
年
（
二
九
）
一
二
月
の
こ
と
で
あ
る
が
、
交
阯
牧
鄧
譲
に
ひ
き
い
ら
れ
た
七
郡
・

国
の

（

�）

守
・
相
が
光
武
帝
に
貢
献
・
帰
属
し
て
い
る
。
こ
の
場
合
、
各
郡
・
国
の
長
官
の
官
名
は
漢
の
守
・
相
に
か
わ
っ
て
い
る
が
、
彼
ら

の
配
下
の
郡
・
国
お
よ
び
県
・
道
の
吏
員
組
織
は
、
基
本
的
に
そ
の
ま
ま
後
漢
に
ひ
き
つ
が
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

王
莽
期
の
地
方
行
政
（
紙
屋
）
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州
や
監
察
の
制
度
に
つ
い
て
み
て
も
、
王
莽
期
に
設
置
さ
れ
た
部
監
・
執
法
左
右
刺
姦
・
三
公
士
・
牧
監
副
・
秩
元
士
・
冠
法
冠
と
い
っ

た
官
名
は
後
漢
時
代
で
は
確
認
で
き
な
い
。
後
漢
で
は
こ
れ
ら
は
す
べ
て
廃
止
し
、
州
や
監
察
の
制
度
は
前
漢
後
半
期
の
状
態
に
も
ど
し

て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

王
莽
の
地
方
行
政
制
度
か
ら
後
漢
の
制
度
へ
の
変
遷
に
お
い
て
、
い
ま
一
つ
問
題
に
な
る
の
は
郡
国
制
の
問
題
で
あ
る
。
王
莽
は
始
建

国
元
年
（
九
）
に
諸
侯
王
を
公
に
降
格
さ
せ
、
翌
年
に
は
公
の
璽
綬
を
返
還
さ
せ
て
、
基
本
的
に
郡
国
制
を
廃
止
し
て
い
た
。
し
か
し
後

漢
の
地
方
行
政
制
度
は
郡
国
制
で
あ
る
。
郡
国
制
は
、
い
つ
、
ど
の
よ
う
に
し
て
復
活
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
『
後
漢
書
』
伝
一
劉
玄
列

伝
を
み
る
と
、
更
始
二
年
に
洛
陽
か
ら
長
安
に
う
つ
っ
た
更
始
帝
は

更
始
、
乃
ち
先
ず
宗
室
の
太
常
将
軍
劉
祉
を
封
じ
て
定
陶
王
と
為
し
、
劉
賜
を
宛
王
と
為
し
、
劉
慶
を
燕
王
と
為
し
、
劉
歙
を
元
氏

王
と
為
し
、
大
将
軍
劉
嘉
を
漢
中
王
と
為
し
、
劉
信
を
汝
陰
王
と
為
す
。
後
ち
遂
に
王
匡
を
立
て
て
比
陽
王
と
為
し
、
王
鳳
を
宜
城

王
と
為
し
、
朱
鮪
を
膠
東
王
と
為
し
、
衛
尉
大
将
軍
張

�を
淮
陽
王
と
為
し
、
廷
尉
大
将
軍
王
常
を
鄧
王
と
為
し
、
執
金
吾
大
将
軍

廖
湛
を
穰
王
と
為
し
、
申
屠
建
を
平
氏
王
と
為
し
、
尚
書
胡
殷
を
隨
王
と
為
し
、
柱
天
大
将
軍
李
通
を
西
平
王
と
為
し
、
五
威
中
郎

将
李
軼
を
舞
陰
王
と
為
し
、
水
衡
大
将
軍
成
丹
を
襄
邑
王
と
為
し
、
大
司
空
陳
牧
を
陰
平
王
と
為
し
、
驃
騎
大
将
軍
宋
佻
を
潁
陰
王

と
為
し
、
尹
尊
を

�王
と
為
さ
ん
と
す
。

と
あ
る
よ
う
に
、
定
陶
王
劉
祉
以
下
二
〇
人
の
諸
侯
王
を
封
じ
よ
う
と
し
た
が
、
朱
鮪
は
辞
退
し
た
。
の
こ
る
一
九
人
の
う
ち
比
陽
王
王

匡
以
下
の
一
三
人
は
異
姓
の
諸
侯
王
で
あ
る
。
異
姓
の
諸
侯
王
が
存
在
す
る
と
い
う
点
で
、
更
始
帝
の
諸
侯
王
制
・
郡
国
制
は
前
漢
後
半

一
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期
の
も
の
と
は
性
格
を
異
に
し
て
い
る
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
更
始
帝
が
封
建
を
行
な
っ
た
の
ち
、
赤
眉
軍
は
更
始
三
年
（
建
武
元
年
、

二
五
）
九
月
に
更
始
帝
の
都
で
あ
る
長
安
に
入
城
し
、
一
二
月
に
は
更
始
帝
を
殺
し
て
い
る
。
そ
の
間
、
更
始
帝
の
諸
侯
王
た
ち
は
、
一

部
は
更
始
帝
に
殺
さ
れ
、
一
部
は
更
始
帝
に
反
し
、
一
部
は
光
武
帝
に
帰
属
し
て
い
っ
た
。

他
方
、
光
武
帝
に
と
っ
て
は
、
「
厭
新
将
軍
」
と
自
ら
号
し
て
い
た
宗
室
の
劉
茂
が
、
建
武
元
年
七
月
に
衆
を
ひ
き
い
て
投
降
し
て
き

た
と
き
に
中
山
王
に
封
じ
た
（『
後
漢
書
』
光
武
帝
紀
上
）
の
が
最
初
の
諸
侯
王
で
あ
ろ
う
。
そ
の
後
、
建
武
二
年
（
二
六
）
四
月
に
は
、

叔
父
劉
良
を
広
陽
王
に
（
の
ち
に
趙
王
に
う
つ
す
）
、
兄
劉

�の
長
子
劉
章
を
太
原
王
に
、
劉

�の
子
の
劉
興
を
魯
王
に
、
族
兄
の
子
で

更
始
帝
の
と
き
に
定
陶
王
で
あ
っ
た
劉
祉
を
城
陽
王
に
封
じ
た
の
に
つ
づ
い
て
、
建
武
七
年
（
三
一
）
八
月
ま
で
に
、
前
漢
の
諸
侯
王
の

子
弟
や
光
武
帝
の
一
族
を
諸
侯
王
に
封
じ
て
い
る
。
し
か
し
、
統
一
達
成
の
翌
年
に
あ
た
る
建
武
一
三
年
（
三
七
）
に
は
一
転
し
て
、
そ

れ
ま
で
に
諸
侯
王
に
封
じ
て
い
た
長
沙
王
劉
興
・
真
定
王
劉
得
・
河
間
王
劉
邵
・
中
山
王
劉
茂
を
侯
に
、
趙
王
劉
良
を
趙
公
に
、
太
原
王

劉
章
を
斉
公
に
、
魯
王
劉
興
を
魯
公
に
降
格
し
て
い
る
。

（

�）

光
武
帝
は
自
分
の
皇
子
も
、
建
武
一
五
年
（
三
九
）
四
月
に
、
劉
輔
を
右
翊
公

に
、
劉
英
を
楚
公
に
、
劉
陽
を
東
海
公
に
、
劉
康
を
済
南
公
に
、
劉
蒼
を
東
平
公
に
、
劉
延
を
淮
陽
公
に
、
劉
荊
を
山
陽
公
に
、
劉
衡
を

臨
淮
公
に
、
劉
焉
を
左
翊
公
に
、
劉
京
を
琅
邪
公
に
封
じ
た
だ
け
で
あ
り
、
諸
侯
王
に
は
封
じ
て
い
な
い
（
以
上
、
建
武
五
年
ま
で
は

『
後
漢
書
』
光
武
帝
紀
上
、
建
武
六
年
以
降
は
光
武
帝
紀
下
）。
こ
の
段
階
で
一
旦
、
後
漢
に
は
諸
侯
王
が
い
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。

（

�）

そ

し
て
あ
ら
た
め
て
建
武
一
七
年
（
四
一
）
一
〇
月
に
皇
子
右
翊
公
劉
輔
を
中
山
王
と
し
て
常
山
郡
を
食
ま
せ
、
他
の
皇
子
九
人
の
公
は
も

と
の
封
地
の
ま
ま
で
爵
を
進
め
て
諸
侯
王
と
さ
れ
、
建
武
一
九
年
（
四
三
）
閏
四
月
に
は
趙
・
斉
・
魯
三
国
の
公
が
と
も
に
諸
侯
王
に
進
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め
ら
れ
て
い
る
（
以
上
、
光
武
帝
紀
下
）。
建
武
元
年
か
ら
、
建
武
一
三
年
ま
で
、
諸
侯
王
も
郡
国
制
も
一
応
は
存
在
し
た
の
で
あ
る
が
、

そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
権
宜
の
措
置
で
あ
り
、
正
式
に
は
建
武
一
七
年
一
〇
月
に
中
山
王
劉
輔
ら
の
封
建
を
以
て
、
後
漢
の
諸
侯
王
と
郡
国

制
が
復
活
し
た
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
光
武
帝
は
、
す
で
に
更
始
元
年
の
段
階
で
郡
の
卒
正
・
連
率
・
大
尹
を
太
守
に
あ
ら

た
め
る
な
ど
し
て
、
地
方
行
政
を
前
漢
の
制
度
に
も
ど
す
方
針
を
し
め
し
、
建
武
元
年
に
は
諸
侯
王
も
お
い
て
い
た
が
、
郡
県
と
同
姓
の

諸
侯
王
国
と
が
併
存
す
る
前
漢
以
来
の
地
方
行
政
体
制
は
、
建
武
一
七
年
に
正
式
に
復
活
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

む
す

び

初
始
元
年
（
八
）
に
皇
帝
の
位
に
つ
い
た
王
莽
は
、
始
建
国
元
年
（
九
）
以
後
、
地
方
行
政
制
度
に
関
連
し
て
郡
国
制
を
廃
止
し
、
州

あ
る
い
は
監
察
の
制
度
を
複
雑
か
つ
重
複
す
る
も
の
に
あ
ら
た
め
、
郡
の
太
守
を
卒
正
・
連
率
・
大
尹
に
、
都
尉
を
属
令
・
属
長
に
、
県
・

道
の
令
・
長
を
宰
に
そ
れ
ぞ
れ
改
変
し
、
郡
・
県
の
境
界
を
再
区
画
し
、
郡
・
県
の
名
称
を
変
更
す
る
な
ど
、
多
く
の
改
革
を
行
な
っ
た
。

と
く
に
天
鳳
元
年
（
一
四
）
に
全
国
の
郡
・
県
の
境
界
を
再
区
画
し
て
一
二
五
郡
、
二
二
〇
三
県
と
し
、
三
六
〇
の
郡
・
県
を
「
○
○
亭
」

と
名
づ
け
、
さ
ら
に
郡
・
県
名
を
頻
繁
に
か
え
た
と
き
に
は
、
県
・
道
の
現
場
が
か
な
り
混
乱
し
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。

し
か
し
王
莽
の
改
革
は
地
方
行
政
よ
り
も
、
中
央
官
制
、
南
北
郊
祀
制
や
天
子
七
廟
制
な
ど
を
ふ
く
む
礼
制
、
学
校
制
度
、
土
地
制
度
、

経
済
・
財
政
政
策
、
対
外
政
策
に
重
点
が
お
か
れ
て
お
り
、
地
方
行
政
に
お
い
て
は
中
央
に
近
い
州
・
郡
に
改
革
の
中
心
が
あ
り
、
県
・
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道
に
関
す
る
改
革
は
少
な
か
っ
た
。
官
制
面
で
は
、
州
、
郡
、
県
・
道
の
長
官
ク
ラ
ス
の
官
名
の
改
変
は
行
な
わ
れ
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の

管
掌
事
項
・
権
限
に
変
化
が
あ
っ
た
形
跡
は
な
く
、
地
方
行
政
の
実
務
を
処
理
す
る
郡
・
県
の
属
吏
を
ふ
く
む
吏
員
組
織
に
も
ほ
と
ん
ど

手
を
つ
け
て
い
な
か
っ
た
模
様
で
あ
る
。
郡
・
県
そ
れ
ぞ
れ
と
他
の
官
府
と
の
関
係
を
み
る
と
、
中
央
と
郡
と
の
間
で
は
、
三
公
が
郡
を

指
導
し
、
郡
は
三
公
に
必
要
事
項
を
報
告
し
、
上
計
簿
を
上
呈
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
軍
事
に
関
し
て
は
朝
廷
と
郡
の
卒
正
・
連
率
・

大
尹
と
の
間
で
虎
符
を
剖
ち
あ
っ
て
い
た
。
郡
と
県
・
道
と
の
間
で
は
、
郡
の
長
官
が
行
県
を
行
な
い
、
各
種
の
指
導
に
も
あ
た
っ
て
お

り
、
県
・
道
は
郡
に
む
け
て
必
要
事
項
を
報
告
す
る
ほ
か
、
上
計
簿
も
提
出
し
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
裁
判
は
ま
ず
県
・
道
で
行
な
い
、

そ
れ
で
何
か
の
問
題
が
生
ず
れ
ば
、
郡
が
関
与
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
徴
税
に
つ
い
て
は
、
郡
は
そ
の
方
針
の
提
示
と
監
督
に
あ
た

り
、
徴
収
の
実
務
は
県
・
道
が
担
当
し
て
い
た
。
州
牧
は
監
察
官
と
し
て
厳
し
く
、
ま
た
行
政
面
で
郡
・
県
を
監
督
す
る
立
場
に
あ
っ
た

が
、
地
方
行
政
を
完
全
に
掌
握
す
る
ほ
ど
で
は
な
か
っ
た
。
確
認
し
え
た
か
ぎ
り
で
は
、
王
莽
期
の
地
方
行
政
の
あ
り
方
は
前
漢
後
半
期

の
そ
れ
と
実
質
的
に
変
わ
り
な
か
っ
た
と
理
解
し
て
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。
前
漢
末
に
任
用
さ
れ
た
郡
・
県
の
長
官
ク
ラ
ス
の
多
く
が
、
王

莽
の
帝
位
簒
奪
後
も
そ
の
地
位
を
保
持
し
て
い
る
の
は
、
地
方
行
政
の
あ
り
方
が
あ
ま
り
か
わ
っ
て
い
な
い
こ
と
と
も
関
係
す
る
の
で
あ

ろ
う
。
な
お
、
王
莽
の
改
革
が
地
方
よ
り
も
中
央
に
、
県
・
道
よ
り
も
州
・
郡
に
、
属
吏
組
織
よ
り
も
太
守
や
令
・
長
に
重
点
が
お
か
れ

て
い
た
背
景
と
し
て
、
王
莽
が
外
戚
王
氏
の
一
族
と
し
て
京
師
で
成
長
し
て
地
方
を
ほ
と
ん
ど
知
ら
ず
、
ま
た
実
務
を
処
理
す
る
行
政
官

に
就
任
し
た
経
験
が
な
か
っ
た
こ
と
、
王
莽
も
他
の
王
朝
と
同
様
に
政
権
掌
握
直
後
か
ら
基
礎
固
め
を
は
か
っ
た
が
、
そ
の
た
め
に
中
央

で
改
革
を
す
す
め
る
段
階
で
諸
改
革
が
失
敗
し
て
政
治
が
混
乱
し
、
地
方
や
実
務
の
改
革
に
目
を
む
け
る
余
裕
の
な
い
ま
ま
一
五
年
で
滅
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亡
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
、
と
い
う
二
つ
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

王
莽
の
改
革
の
う
ち
、
南
北
郊
祀
制
や
天
子
七
廟
制
な
ど
の
礼
制
に
関
す
る
改
革
は
後
世
に
影
響
を
あ
た
え
て
お
り
、
一
応
成
功
し
た

と
い
え
る
が
、
土
地
制
度
、
経
済
・
財
政
政
策
や
対
外
政
策
な
ど
は
失
敗
に
お
わ
っ
て
い
た
。
政
治
に
関
す
る
改
革
も
、
王
莽
自
身
か
ら

公
卿
・
尚
書
、
さ
ら
に
郡
・
県
に
い
た
る
ま
で
、
ほ
ぼ
機
能
麻
痺
に
お
ち
い
る
結
果
に
お
わ
っ
て
い
た
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
と
く
に

地
方
行
政
の
場
合
、
郡
・
県
が
反
乱
に
適
切
に
対
応
し
て
い
な
い
と
か
、
郡
大
尹
や
県
宰
な
ど
が
収
賄
そ
の
他
で
私
財
を
蓄
積
し
て
い
る

と
か
、
監
察
の
使
者
が
派
遣
さ
れ
て
く
れ
ば
、
地
方
長
官
は
そ
の
接
待
に
い
そ
が
し
く
て
公
務
に
取
り
く
む
余
裕
が
な
い
と
い
っ
た
こ
と

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

地
皇
四
年
（
二
三
）
に
即
位
し
た
更
始
帝
は
、
暦
法
を
王
莽
が
使
用
し
て
い
た
殷
正
か
ら
漢
時
代
の
夏
正
に
も
ど
し
て
更
始
元
年
と
改

元
し
、
前
漢
を
引
き
つ
ぐ
政
権
で
あ
る
こ
と
を
表
明
し
た
。
地
皇
四
年
一
〇
月
に
王
莽
が
殺
さ
れ
、
世
の
帰
趨
が
さ
だ
ま
ら
な
い
中
、
更

始
帝
を
は
じ
め
と
す
る
群
雄
は
で
き
る
だ
け
多
く
の
郡
を
獲
得
し
よ
う
と
し
、
地
方
長
官
は
帰
属
す
べ
き
群
雄
を
さ
が
し
て
い
た
。
そ
の

中
に
あ
っ
て
、
更
始
帝
は
地
名
も
官
名
も
王
莽
期
の
も
の
か
ら
前
漢
時
代
の
も
の
へ
も
ど
す
方
針
を
と
っ
て
い
た
ら
し
い
。
劉
秀
も
、
更

始
元
年
一
〇
月
、
河
北
へ
の
遠
征
に
む
か
う
段
階
で
い
ち
は
や
く
郡
の
卒
正
・
連
率
・
大
尹
を
太
守
に
、
県
の
宰
を
令
・
長
に
も
ど
し
、

地
方
行
政
を
前
漢
の
制
度
に
も
ど
す
方
針
を
明
確
に
し
、
そ
れ
は
、
劉
秀
が
建
武
元
年
（
二
五
）
に
帝
位
に
つ
い
た
の
ち
に
引
き
つ
が
れ

て
い
く
。
他
方
、
王
莽
は
基
本
的
に
諸
侯
王
制
・
郡
国
制
を
廃
止
し
て
い
た
が
、
更
始
帝
は
更
始
二
年
に
一
九
人
の
諸
侯
王
を
封
じ
て
郡

国
制
を
復
活
し
て
い
る
。
し
か
し
一
九
人
の
諸
侯
王
の
う
ち
一
三
人
は
異
姓
の
諸
侯
王
で
あ
り
、
厳
密
に
は
前
漢
後
半
期
の
郡
国
制
の
復
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活
と
は
い
い
が
た
い
。
建
武
元
年
に
即
位
し
た
光
武
帝
は
建
武
一
二
年
（
三
六
）
に
統
一
を
達
成
す
る
が
、
そ
の
間
に
近
親
・
疎
族
を
と

わ
ず
、
宗
族
を
必
要
に
応
じ
て
諸
侯
王
に
封
じ
て
き
た
。
し
か
し
統
一
達
成
の
翌
年
に
あ
た
る
建
武
一
三
年
に
は
、
そ
れ
ら
の
諸
侯
王
を

一
旦
公
・
侯
に
降
格
さ
せ
、
あ
ら
た
め
て
建
武
一
七
年
（
四
一
）
一
〇
月
以
後
に
皇
子
を
は
じ
め
と
す
る
近
親
を
諸
侯
王
に
封
じ
、
こ
こ

に
郡
県
と
同
姓
の
諸
侯
王
国
が
併
存
す
る
前
漢
以
来
の
地
方
行
政
体
制
が
正
式
に
復
活
し
た
の
で
あ
っ
た
。

抜
本
的
な
改
革
が
な
か
っ
た
と
は
い
え
、
王
莽
も
地
方
行
政
に
関
連
す
る
そ
れ
な
り
の
改
革
を
行
な
っ
て
い
た
。
そ
の
中
で
後
漢
時
代

に
ひ
き
つ
が
れ
た
も
の
と
い
え
ば
、
天
鳳
元
年
に
天
下
の
郡
を
内
郡
・
近
郡
・
辺
郡
の
三
種
類
に
区
分
し
た
こ
と
と
、
前
漢
時
代
の
列
侯

制
度
に
は
県
侯
一
種
類
し
か
な
か
っ
た
が
、
王
莽
は
そ
の
ほ
か
に
郷
侯
・
亭
侯
の
二
種
類
を
く
わ
え
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
く
ら
い
で
あ

ろ
う
。
後
漢
に
お
け
る
そ
の
ほ
か
の
地
方
行
政
制
度
は
前
漢
後
半
期
の
制
度
を
直
接
ひ
き
つ
い
で
い
た
こ
と
に
な
る
。

注

（
１
）
王
莽
の
人
と
な
り
、
政
策
、
そ
し
て
王
莽
期
の
歴
史
を
と
り
あ
げ
た
最
近
の
業
績
と
し
て
東
晋
次
『
王
莽

儒
家
の
理
想
に
憑
か
れ
た
男

』

（
白
帝
社
、
二
〇
〇
三
年
）
が
あ
る
。
以
下
の
王
莽
の
改
革
に
関
す
る
記
述
で
は
、
そ
の
第
六
章
「
元
后
と
共
に
」、
第
八
章
「
宰
衡
の
称
号
」、
第
十

一
章
「
新
王
朝
の
諸
政
策
」、
第
十
二
章
「
匈
奴
単
于
の
怒
り
」
を
参
照
し
た
。

（
２
）
羲
和
の
設
置
お
よ
び
そ
の
歴
史
的
意
味
に
つ
い
て
は
、
吉
野
賢
一
「
前
漢
末
に
お
け
る
羲
和
の
設
置
に
つ
い
て
」（
『
九
州
大
学
東
洋
史
論
集
』
三

一
、
二
〇
〇
三
年
）
参
照
。
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一
三
六
九

（35）



（
３
）
南
北
郊
祀
制
、
天
子
七
廟
制
、
明
堂
・
辟
雍
・
霊
台
に
つ
い
て
は
、
注（
１
）
所
掲
の
東
晋
次
『
王
莽

儒
家
の
理
想
に
憑
か
れ
た
男

』
の

第
八
章
「
宰
衡
の
称
号
」
の
ほ
か
に
、
西
嶋
定
生
『
秦
漢
帝
国

中
国
古
代
帝
国
の
興
亡

』（
一
九
七
四
年
初
出
、
講
談
社
、
一
九
九
七
年
）

の
第
六
章
「
儒
教
の
国
教
化
と
王
莽
政
権
の
出
現
」
、
金
子
修
一
「
漢
代
の
郊
祀
と
宗
廟
と
明
堂
及
び
封
禅
」
（
一
九
八
二
年
初
出
、
金
子
著
『
古
代

中
国
と
皇
帝
祭
祀
』、
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
一
年
）
を
参
照
し
た
。

（
４
）
初
始
元
年
に
は
一
二
月
が
な
か
っ
た
か
ら
、
一
年
が
一
一
ヵ
月
で
お
わ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

（
５
）
六

�制
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
影
山
剛
『
王
莽
の

�貸
法
と
六

�制
お
よ
び
そ
の
経
済
史
的
背
景

漢
代
中
国
の
法
定
金
属
貨
幣
・
貨
幣
経
済

事
情
・
高
利
貸
付
・
兼
并
等
を
め
ぐ
る
諸
問
題

』（
私
家
版
、
一
九
九
五
年
）
の
第
Ⅲ
章
「
五
均

�貸
の
着
想
・
企
画
・
制
定
と
六

�制
」
参
照
。

（
６
）
主
な
も
の
と
し
て
、
拙
稿
「
前
漢
郡
県
統
治
制
度
の
展
開
に
つ
い
て

そ
の
基
礎
的
考
察

」（
上
・
下
）（
『
福
岡
大
学
人
文
論
叢
』
一
三
―

四
、
一
四
―
一
、
一
九
八
二
年
）、「
前
漢
時
代
の
郡
・
国
の
守
・
相
の
支
配
権
の
強
化
に
つ
い
て
」（
『
東
洋
史
研
究
』
四
一
―
二
、
一
九
八
二
年
）、

「
武
帝
の
財
政
増
収
政
策
と
郡
・
国
・
県
」（
『
東
洋
史
研
究
』
四
八
―
二
、
一
九
八
九
年
）、「
前
漢
後
半
期
に
お
け
る
中
央
政
界
と
郡
・
国
」（
『
福

岡
大
学
総
合
研
究
所
報
』
一
三
六
、
一
九
九
一
年
）
な
ど
が
あ
る
。

（
７
）
拙
稿
「
前
漢
時
代
に
お
け
る
県
の
長
吏
の
任
用
形
態
の
変
遷
に
つ
い
て
」（
『
福
岡
大
学
人
文
論
叢
』
一
八
―
一
、
一
九
八
六
年
）、「
漢
時
代
に
お

け
る
長
吏
の
任
用
形
態
の
変
遷
に
つ
い
て
・
再
論
」
（
『
七
隈
史
学
』
二
、
二
〇
〇
一
年
）
、
お
よ
び
"T
h
e
S
ta
ffin
g
S
tru
ctu
re
o
f

C
o
m
m
a
n
d
ery
O
ffices

a
n
d
C
o
u
n
ty
O
ffices

a
n
d
th
e
R
ela
tio
n
sh
ip
b
etw
een
C
o
m
m
a
n
d
eries

a
n
d
C
o
u
n
ties
in
th
e
H
a
n
D
y
n
a
sty
"

（
"A
C
T
A
A
S
IA
T
IC
A
"
58,
1990）

な
ど
参
照
。

（
８
）
拙
稿
「
後
漢
時
代
に
お
け
る
地
方
行
政
と
三
公
制
度
」（
『
福
岡
大
学
人
文
論
叢
』
三
四
―
四
、
二
〇
〇
三
年
）、「
後
漢
時
代
に
お
け
る
郡
県
政
治

の
展
開
」（
『

�沫
集
』
一
一
、
二
〇
〇
四
年
）
参
照
。

（
９
）『
漢
書
』
巻
九
九
王
莽
伝
で
は
、
一
二
州
の
名
称
の
改
変
は
一
年
後
の
元
始
五
年
の
こ
と
と
記
さ
れ
て
お
り
、
公
卿
、
二
十
七
大
夫
や
八
十
一
元
士

の
分
掌
の
こ
と
は
五
年
後
の
始
建
国
元
年
の
条
に
み
え
て
い
る
。
一
二
州
の
件
は
単
純
な
繋
年
の
相
違
の
可
能
性
が
あ
る
。
公
卿
、
二
十
七
大
夫
や

一
三
七
〇
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八
十
一
元
士
に
つ
い
て
は
改
革
の
内
容
に
違
い
が
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
が
、『
漢
書
』
平
帝
紀
の
記
述
は
具
体
性
を
欠
い
て
い
る
。

（
�）

前
煇
光
と
い
う
名
称
は
居
摂
年
間
（
六
～
八
）
ま
で
確
認
で
き
る
（『
漢
書
』
巻
九
二
游

�・
楼
護
伝
）
が
、
後
丞
烈
は
分
割
の
記
事
で
し
か
確
認

で
き
な
い
。
そ
し
て
後
述
す
る
よ
う
に
、
始
建
国
元
年
以
降
、
京
師
地
域
を
ふ
く
む
全
国
の
郡
を
対
象
に
大
幅
な
改
革
が
行
な
わ
れ
る
し
、
一
二
州

は
始
建
国
四
年
（
一
二
）
に
九
州
に
あ
ら
た
め
ら
れ
て
い
る
。

（

�）
統
義
陽
王
の
王
臨
と
新
遷
王
の
王
安
は
、
封
ぜ
ら
れ
た
翌
地
皇
二
年
に
あ
い
つ
い
で
死
去
し
て
い
る
。

（

�）『
漢
書
』
王
莽
伝
に
は
公
・
侯
・
伯
・
子
・
男
の
五
等
爵
と
附
城
が
よ
く
で
て
く
る
が
、
王
莽
期
に
も
二
十
等
爵
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
以
下
に
引
用

す
る
居
延
漢
簡
（
旧
・
新
簡
）
に
上
造
・
公
乗
が
み
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
確
認
で
き
る
。
以
下
の
木
簡
の
う
ち
、
前
者
に
は
居
延
の
王
莽
期
の
名
称

で
あ
る
「
居
成
」
が
み
え
、
後
者
に
は
「
始
建
国
天
鳳
上
戊
六
年
」、
す
な
わ
ち
天
鳳
六
年
（
一
九
）
が
み
え
る
か
ら
、
と
も
に
王
莽
期
の
木
簡
で
あ

る
。
内
容
は
い
ず
れ
も
単
純
な
吏
卒
名
籍
で
あ
る
の
で
、
釈
文
に
読
点
を
つ
け
て
引
用
す
る
に
と
ど
め
、
書
き
下
し
文
は
省
略
す
る
。

居
成
（
＝
居
延
）
間
田
造
昌
里
上
造
王
□ ／

（
四
八
二
・
一
一
）

甲
渠
塞
百
石
士
吏
、
居
延
安
国
里
公
乗
馮
匡
、
年
卅
二
歳
、
始
建
国
天
鳳
上
戊
六
年

（
Ｅ
Ｐ
Ｔ
六
八
・
四
）

な
お
王
莽
期
の
居
延
漢
簡
に
つ
い
て
は
、
旧
簡
を
森
鹿
三
「
居
延
出
土
の
王
莽
簡
」（
一
九
六
三
年
初
出
、
森
著
『
東
洋
学
研
究
居
延
漢
簡
篇
』、

東
洋
史
研
究
会
、
一
九
七
五
年
）
が
、
新
簡
を
吉
村
昌
之
「
居
延
新
出
の
王
莽
簡
に
つ
い
て
」（
『
史
泉
』
七
四
、
一
九
九
一
年
）
が
そ
れ
ぞ
れ
集
成

し
て
い
る
ほ
か
に
、
李
均
明
「
簡
牘
所
反
映
的
王
莽
改
制
」（
『
秦
漢
史
論
叢
』
四
、
一
九
八
九
年
）
は
、
王
莽
期
の
居
延
漢
簡
・
敦
煌
漢
簡
に
み
え

る
地
名
・
官
名
を
考
証
し
て
い
る
。
以
下
、
居
延
旧
簡
・
居
延
新
簡
か
ら
王
莽
期
の
事
例
を
引
用
す
る
さ
い
に
は
、
森
鹿
三
・
吉
村
昌
之
両
氏
の
集

成
を
参
照
し
て
い
る
。

（

�）
原
文
に
は
「
河
南
」
と
あ
る
が
、
河
南
郡
に
つ
い
て
は
こ
の
後
に
特
別
に
「
河
南
大
尹
を
更
名
し
て
保
忠
信
卿
と
曰
ふ
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ

こ
で
は
王
先
謙
の
『
漢
書
補
注
』
所
引
の
劉
奉
世
の
説
に
し
た
が
っ
て
、「

�陽
」
と
あ
ら
た
め
た
。

（

�）
後
漢
時
代
に
内
郡
・
近
郡
・
辺
郡
の
三
区
分
法
が
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
、
拙
稿
「
前
漢
後
半
期
に
お
け
る
郡
・
国
へ
の
規
制
の
強
化
」（
『
古

王
莽
期
の
地
方
行
政
（
紙
屋
）

一
三
七
一
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代
文
化
』
四
二
―
七
、
一
九
九
〇
年
）
の
注（
４
）
で
指
摘
し
た
。

（
�）

三
公
士
は
、『
漢
書
』
王
莽
伝
中
の
天
鳳
元
年
の
条
に
、
大
司
空
士
が
夜
間
に
奉
常
亭
の
亭
長
と
ト
ラ
ブ
ル
を
お
こ
し
た
と
あ
る
の
が
初
見
で
あ
る
。

『
漢
漢
』
王
莽
伝
下
の
地
皇
二
年
の
条
に
は
、
上
告
を
う
け
て
派
遣
さ
れ
、
予
州
で
調
査
に
あ
た
っ
て
い
た
大
司
馬
士
が
賊
に
と
ら
え
ら
れ
た
と
あ
る
。

三
公
士
が
派
遣
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
て
、
こ
れ
は
単
な
る
民
間
の
案
件
で
は
な
く
、
官
吏
が
関
係
し
た
案
件
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の

こ
と
を
考
慮
す
る
と
き
、
執
法
左
右
刺
姦
と
任
務
に
あ
た
っ
た
三
公
士
も
監
察
の
任
の
一
端
を
に
な
っ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

こ
の
三
公
士
の
設
置
に
つ
い
て
、『
後
漢
書
』
伝
二
彭
寵
列
伝
の
、
彭
寵
が
地
皇
年
間
（
二
〇
～
二
二
）
に
大
司
空
士
と
な
っ
た
と
い
う
記
事
の
李

賢
注
に
、
「
王
莽
の
時
、
九
卿
は
三
公
に
分
属
し
、
一
卿
ご
と
に
元
士
三
人
を
置
く
」
と
あ
る
。
こ
の
注
は
、
『
漢
書
』
王
莽
伝
中
の
始
建
国
元
年
の

条
に
中
央
官
の
改
革
を
記
し
て
、「
【
九
卿
は
】
三
公
に
分
属
し
、
一
卿
ご
と
に
大
夫
三
人
を
置
き
、
一
大
夫
に
元
士
三
人
を
置
く
。
凡
そ
二
十
七
大

夫
、
八
十
一
元
士
」
と
あ
る
記
事
を
誤
っ
て
引
用
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
と
も
か
く
、
三
公
の
も
と
の
卿
ご
と
に
三
人
の
大
夫
が
お
か
れ
、

そ
の
大
夫
ご
と
に
三
人
お
か
れ
た
元
士
を
三
公
士
と
み
な
す
李
賢
の
理
解
が
正
し
い
の
か
ど
う
か
、
い
さ
さ
か
の
疑
問
が
の
こ
る
。
こ
こ
で
は
三
公

士
が
い
つ
、
ど
の
よ
う
な
形
で
設
置
さ
れ
た
の
か
、
不
明
と
し
て
お
く
。

（

�）
王
莽
期
の
貨
幣
制
度
お
よ
び
郡
の
分
鋳
に
つ
い
て
は
、
注（
５
）
所
掲
の
影
山
剛
『
王
莽
の

�貸
法
と
六

�制
お
よ
び
そ
の
経
済
史
的
背
景
』
の
Ⅱ

章
「
王
莽
政
権
初
期
の
貨
幣
政
策
・
制
度
の
変
遷
と
漢
書
の
食
貨
志
下
の
記
述
」、
と
く
に
九
三
頁
以
降
参
照
。

（

�）
『
漢
書
』
王
莽
伝
下
に
よ
る
と
、
天
鳳
四
年
六
月
に
王
莽
は
あ
ら
た
め
て
諸
侯
に
明
堂
で
茅
土
を
さ
ず
け
て
封
邑
を
賜
与
す
る
と
明
言
し
て
い
る

が
、
ま
た
も
や
封
君
は
封
邑
な
ど
を
ほ
と
ん
ど
賜
与
さ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
。
こ
う
し
た
事
実
を
前
提
に
考
え
る
と
、
天
鳳
元
年
、
郡
の
太
守
・
都

尉
の
官
制
を
改
革
し
た
と
き
に
、
公
爵
の
人
物
を
州
牧
に
、
侯
爵
を
卒
正
、
伯
爵
を
連
率
、
子
爵
を
属
令
、
男
爵
を
属
長
に
そ
れ
ぞ
れ
任
用
し
、
そ

の
官
を
世
襲
さ
せ
た
と
あ
る
の
は
、
五
等
爵
の
諸
侯
に
封
邑
を
あ
た
え
ら
れ
な
い
こ
と
に
対
す
る
代
替
措
置
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
た
だ
し
爵

位
に
よ
る
地
方
長
官
任
用
が
世
襲
で
あ
っ
た
の
か
ど
う
か
、
疑
問
が
の
こ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
さ
き
に
の
べ
た
。

（

�）
注
（
１
）
所
掲
の
東
晋
次
『
王
莽

儒
家
の
理
想
に
憑
か
れ
た
男

』
第
十
一
章
は
、
「
五
等
爵
制
に
よ
る
封
建
制
と
郡

県
制
と
の
関
係
」
に

一
三
七
二
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つ
い
て
、
明
確
で
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
と
の
べ
て
い
る
。

（
�）

林
剣
鳴
『
秦
漢
史
』（
上
海
人
民
出
版
社
、
二
〇
〇
三
年
）
六
四
二
頁
参
照
。
な
お
、
林
剣
鳴
氏
が
「
侯
国
・
附
城
二
千
五
百
零
七
」
と
し
て
い
る

の
は
「
二
千
三
百
零
七
」
の
誤
植
で
あ
ろ
う
。

（

�）
注（
７
）
所
掲
の
拙
稿
「
漢
時
代
に
お
け
る
長
吏
の
任
用
形
態
の
変
遷
に
つ
い
て
・
再
論
」
第
三
節
参
照
。

（

�）
た
と
え
ば
、
『
漢
書
』
王
莽
伝
中
の
始
建
国
四
年
の
条
に
「

�柯
大
尹
周

�」
・
「
遼
西
大
尹
田
譚
」
、
王
莽
伝
下
の
更
始
元
年
秋
の
条
に
「
安
定

卒
正
王
旬
」、『
後
漢
書
』
伝
九
耿

�列
伝
に
「
朔
調
（
＝
上
谷
）
連
率
耿
況
」、『
後
漢
書
』
伝
二
李
憲
列
伝
に
「
廬
江
属
令
」
李
憲
、『
後
漢
書
』
伝

一
一
李
忠
列
伝
に
「
新
博
（
＝
信
都
）
属
長
」
李
忠
な
ど
が
み
え
る
。

（

�）
林
梅
村
・
李
均
明
『
疏
勒
河
流
域
出
土
漢
簡
』（
文
物
出
版
社
、
一
九
八
四
年
）
参
照
。
以
下
、
疏
勒
河
流
域
出
土
漢
簡
の
引
用
と
、「
疏
三
五
七
」

な
ど
の
簡
番
号
は
す
べ
て
こ
の
書
に
よ
る
。
な
お
、
文
徳
と
い
う
郡
名
は
『
漢
書
』
地
理
志
に
み
え
な
い
が
、
王
国
維
は
シ
ャ
バ
ン
ヌ
に
し
た
が
っ

て
、
王
莽
は
敦
煌
郡
を
ま
ず
文
徳
郡
と
改
称
し
、
の
ち
に
敦
徳
郡
に
あ
ら
た
め
た
と
み
て
い
る
。
王
国
維
「
屯
戍
叢
残
考
釈
」（
羅
振
玉
『
流
沙
墜
簡
』

所
収
）、
大
庭
脩
『
大
英
図
書
館
蔵
敦
煌
漢
簡
』（
同
朋
舍
、
一
九
九
〇
年
）
八
七
頁
参
照
。

（

	）
呉
式
芬
『
封
泥
攷
略
』
巻
八
参
照
。
ち
な
み
に
王
莽
期
の
官
印
・
封
泥
に
つ
い
て
は
、
呉
栄
曽
「
新
莽
郡
県
官
印
考
略
」（
一
九
八
九
年
初
出
、
呉

著
『
先
秦
両
漢
史
研
究
』
、
中
華
書
局
、
一
九
九
五
年
）
が
考
察
し
て
い
る
。
な
お
、
「
予
章
南
昌
連
率
」
は
、
南
昌
県
に
治
所
を
お
く
予
章
郡
の
連

率
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。
郡
の
長
官
の
こ
う
し
た
表
記
は
、
後
引
の
虎
符
で
も
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

（


）
前
漢
時
代
、
異
民
族
の
侵
寇
に
さ
ら
さ
れ
る
辺
郡
に
は
哨
戒
組
織
が
お
か
れ
て
お
り
、
永
田
英
正
「
簡
牘
よ
り
み
た
る
漢
代
辺
郡
の

統
治
組
織
」

（
一
九
八
〇
年
初
出
、
永
田
著
『

居
延
漢
簡
の
研
究
』
、
同
朋
舍
、
一
九
八
九
年
）
に

詳
し
い
。
王
莽
期
に
も
、
都

尉
（
大

尉
）
の
も
と
に
「

張
掖
城

司
馬
」
（

居
延

旧
簡

：
二
八
八
・
三
〇
）
、
「
千
人
」
（
敦
煌
漢
簡

：
疏
三
四
八
）
が
、

候
官
に
は
「
敦
徳
（
＝
敦
煌
）

歩
広

曲
候
」
・
「
西
海
（
＝

金

城
）
沙
塞
右
尉
」（
以
上
、
羅
福
頤
『
秦
漢
南
北
朝
官
印
徴
存
』
第
四
巻
）
が
、
部
（
候
）
に
は
「
不
侵
候
長
」（

居
延
新
簡
：
Ｅ
Ｐ
Ｔ
五
九
・
五
六
）、

「
部
吏
」（

居
延
旧
簡
：
九
五
・
一
二
）
が
、
燧
に
は
「
燧
長
」（

居
延
旧
簡
：
二
三
一
・
一
〇
六
）
が
、
そ
れ
ぞ
れ
確
認
さ
れ
る
。
民
政
を
中
心
と
す

王
莽
期
の
地
方
行
政
（
紙
屋
）
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る
地
方
行
政
を
検
討
し
て
い
る
本
稿
で
は
、
哨
戒
組
織
に
は
こ
れ
以
上
言
及
し
な
い
が
、
こ
こ
で
の
べ
た
よ
う
に
、
王
莽
期
の
哨
戒
組
織
の
官
名
も

基
本
的
に
前
漢
と
同
じ
で
あ
る
。

（

�）
甘
肅
省
博
物
館
・
敦
煌
県
文
化
館
「
敦
煌
馬
圏
湾
漢
代
烽
燧
遺
址
発
掘
簡
報
」
（
一
九
八
一
年
初
出
、
甘
肅
省
文
物
工
作
隊
・
甘
肅
省
博
物
館
騙

『
漢
簡
研
究
文
集
』、
甘
肅
人
民
出
版
社
、
一
九
八
四
年
）
五
〇
八
頁
参
照
。

（

�）
た
と
え
ば
、『
漢
書
』
王
莽
伝
下
の
更
始
元
年
秋
の
条
に
、
南
陽
郡
析
県
の
鄧
曄
・
于
匡
が
反
乱
を
お
こ
し
た
と
き
、
析
県
宰
は
数
千
の
兵
を
将
い

て
武
関
で
備
え
た
と
あ
り
、『
後
漢
書
』
伝
六
九
儒
林
上
・
欧
陽
歙
列
伝
に
は
、
王
莽
期
に
欧
陽
歙
が
潁
川
郡
の
長
社
宰
に
な
っ
た
と
み
え
る
。

（

�）
注
（

�）
所
掲
の
呉
栄
曽
「
新
莽
郡
県
官
印
考
略
」
は
、
王
莽
期
の
官
印
に
「

�県
馬
丞
印
」
・
「
封
丘
徒
丞
印
」
・
「
阿
陵
空
丞
印
」
（
以
上
、

羅
福
頤
『
秦
漢
南
北
朝
官
印
徴
存
』
巻
四
）
の
よ
う
に
、
馬
丞
・
徒
丞
・
空
丞
が
数
多
く
み
え
る
こ
と
と
、
三
公
の
大
司
馬
・
大
司
徒
・
大
司
空
の

職
務
分
担
と
に
も
と
づ
い
て
、
県
・
道
の
丞
・
尉
は
、
民
事
を
つ
か
さ
ど
る
丞
が
徒
丞
に
、
前
漢
時
代
の
（
大
き
な
）
県
・
道
に
二
人
い
た
尉
の
う

ち
一
人
が
武
事
を
つ
か
さ
ど
る
馬
丞
、
も
う
一
人
が
水
土
の
工
事
を
つ
か
さ
ど
る
空
丞
に
再
編
成
さ
れ
た
と
推
測
し
た
。
検
討
し
て
み
る
べ
き
見
解

で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
馬
丞
・
徒
丞
・
空
丞
は
官
印
に
は
み
え
る
も
の
の
、
現
在
の
と
こ
ろ
文
献
史
料
・
簡
牘
類
・
封
泥
に
お
い
て
そ
の
存
在
を
明
確

に
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
の
一
方
で
、
本
文
で
紹
介
し
た
よ
う
に
、
王
莽
期
の
県
・
道
に
は
「
居
延
丞
」
・
「
居
成
尉
」
が
存
在
し
て
い

た
。
今
は
馬
丞
・
徒
丞
・
空
丞
に
つ
い
て
は
注
記
す
る
に
と
ど
め
て
お
く
。

（

�）
以
上
の
ほ
か
に
、
羅
福
頤
『
秦
漢
南
北
朝
官
印
徴
存
』
巻
三
が
前
漢
の
官
印
と
し
て
あ
げ
て
い
る
「
南
執
姦
印
」
・
「
石
泉
右
執
姦
」
・
「
木
禾

右
執
姦
」
・
「
梃
県
左
執
姦
」
な
ど
の
執
姦
を
、
注（

�）
所
掲
の
呉
栄
曽
「
新
莽
郡
県
官
印
考
略
」
は
王
莽
期
の
官
印
と
み
な
し
、
ま
た
い
ず
れ
も

半
通
印
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
県
・
道
の
属
吏
で
あ
り
、
治
安
関
係
を
つ
か
さ
ど
っ
て
い
た
と
理
解
し
て
い
る
。

（

�）
注（
６
）
所
掲
の
拙
稿
「
前
漢
後
半
期
に
お
け
る
中
央
政
界
と
郡
・
国
」
参
照
。

（

	）
注（
８
）
所
掲
の
拙
稿
「
後
漢
時
代
に
お
け
る
地
方
行
政
と
三
公
制
度
」
参
照
。

（


）
王
莽
期
の

翼
平
と
い
う
郡
名
は
『
漢
書
』
巻
二
八
地
理

志
に
み
え
な
い
が
、
北

海
郡

寿
光
県
の
条
に
「
莽
は

翼
平

亭
と

曰
ふ
」
と
あ
る
か
ら
、
前
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漢
の
北
海
郡
寿
光
県
の
地
を
中
心
と
す
る
地
域
を
翼
平
郡
と
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

（
�）

こ
の
資
料
の
存
在
は
、
注（

�）
所
掲
の
呉
栄
曽
「
新
莽
郡
県
官
印
考
略
」
に
よ
っ
て
知
っ
た
。
虎
符
の
銘
文
の
訓
読
と
解
釈
は
、
大
庭
脩
「
居
延

出
土
の
詔
書
断
簡
」
第
二
節
「
文
帝
の
詔
と
銅
虎
符
・
竹
使
符
」（
一
九
六
九
年
初
出
、
大
庭
著
『
秦
漢
法
制
史
の
研
究
』、
創
文
社
、
一
九
八
二
年
）

を
参
照
し
て
い
る
。

（

�）
注
（
７
）
所
掲
の
拙
稿
"T
h
e
S
ta
ffin
g
S
tru
ctu
re
o
f
C
o
m
m
a
n
d
ery
O
ffices

a
n
d
C
o
u
n
ty
O
ffices

a
n
d
th
e
R
ela
tio
n
sh
ip
b
etw
een

C
o
m
m
a
n
d
eries

a
n
d
C
o
u
n
ties
in
th
e
H
a
n
D
y
n
a
sty
"
参
照
。

（

�）
始
建
国
元
年
秋
の
こ
の
記
事
よ
り
早
い
同
年
春
の
条
に
、
官
名
改
変
や
諸
侯
王
制
の
廃
止
の
記
事
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
『
漢
書
』
王
莽
伝
の

「
王
侯
以
下
」
を
こ
こ
で
は
「
諸
侯
以
下
」
と
解
釈
し
た
。

（

�）
劉
邦
は
漢
王
元
年
（
前
二
〇
六
）
に
漢
王
と
な
り
、
高
祖
五
年
（
前
二
〇
二
）
に
皇
帝
と
な
っ
て
（
高
祖
）
の
ち
異
姓
諸
侯
王
の
排
除
に
取
り
か

か
り
、
高
祖
一
二
年
（
前
一
九
五
）
に
淮
南
王
英
布
を
誅
し
て
異
姓
諸
侯
王
を
ほ
ぼ
平
定
す
る
ま
で
一
二
年
を
要
し
て
い
る
。
劉
秀
も
建
武
元
年

（
後
二
五
）
に
帝
位
に
つ
い
て
（
光
武
帝
）
か
ら
、
建
武
一
二
年
（
三
六
）
に
蜀
の
公
孫
述
政
権
を
ほ
ろ
ぼ
す
ま
で
一
二
年
か
か
っ
て
い
る
。

（

�）
景
帝
の
子
、
長
沙
定
王
劉
発
の
子
で
あ
る
安
衆
康
侯
劉
丹
の
子
孫
。
安
衆
侯
国
は
南
陽
郡
に
あ
る
。

（

�）
注（
１
）
所
掲
の
東
晋
次
『
王
莽

儒
家
の
理
想
に
憑
か
れ
た
男

』
の
第
十
三
章
「
諸
政
策
の
破
綻
」
参
照
。

（

	）
江
幡
真
一
郎
「
後
漢
末
の
農
村
の
崩
壊
と
宦
官
の
害
民
に
つ
い
て
」（
『
集
刊
東
洋
学
』
二
一
、
一
九
六
九
年
）
参
照
。

（


）
注（
７
）
所
掲
の
拙
稿
「
前
漢
時
代
に
お
け
る
県
の
長
吏
の
任
用
形
態
の
変
遷
に
つ
い
て
」、「
漢
時
代
に
お
け
る
長
吏
の
任
用
形
態
の
変
遷
に
つ
い

て
・
再
論
」
、
"T
h
e
S
ta
ffin
g
S
tru
ctu
re
o
f
C
o
m
m
a
n
d
ery

O
ffices

a
n
d
C
o
u
n
ty
O
ffices

a
n
d
th
e
R
ela
tio
n
sh
ip
b
etw
een

C
o
m
m
a
n
d
eries

a
n
d
C
o
u
n
ties
in
th
e
H
a
n
D
y
n
a
sty
"
参
照
。

（

�）
和
帝
が
親
政
を
は
じ

め
た

永
元

四
年
（
九
二
）
か
ら
、

鄧
太

后
臨

朝
が
お

わ
る
安
帝
の
建
光
元
年
（
一
二
一
）
ま
で
、
地

方
行
政

刷
新
策
が

だ
さ

れ
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、

上
谷

浩
一
「
後
漢
中

期
の
地

方
行
政

刷
新
と

そ
の

背
景

後
漢

殤
帝
『
延
平
元
年
の
詔
』
と

そ
の

周
辺

」

王
莽
期
の
地
方
行
政
（
紙
屋
）
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（『
東
洋
学
報
』
七
五
―
三
・
四
、
一
九
九
四
年
）
が
あ
り
、
筆
者
も
注（
８
）
所
掲
の
拙
稿
「
後
漢
時
代
に
お
け
る
地
方
行
政
と
三
公
制
度
」
な
ど
で

言
及
し
た
。

（

�）
注（

�）
所
掲
の
吉
村
昌
之
「
居
延
新
出
の
王
莽
簡
に
つ
い
て
」
は
、
隗
囂
の
支
配
下
に
あ
っ
た
隴
西
地
方
に
お
け
る
殷
正
か
ら
夏
正
へ
の
変
更
、

す
な
わ
ち
地
皇
か
ら
新
し
い
元
号
へ
の
変
更
は
、
王
莽
の
死
が
つ
た
え
ら
れ
た
あ
と
の
こ
と
で
、「
新
始
建
国
地
皇
上
戊

�（
四
）
年
十
一
月
」
の
つ

ぎ
に
「
復
漢
元
年
十
一
月
」（
「
復
漢
」
は
隗
囂
の
元
号
で
、
更
始
と
同
様
に
元
年
は
西
暦
二
三
年
）
を
お
い
て
、
す
な
わ
ち
一
一
月
を
二
回
お
く
か

た
ち
で
実
施
さ
れ
た
こ
と
を
、
居
延
新
簡
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
王
莽
が
即
位
し
た
初
始
元
年
は
夏
正
か
ら
殷
正
に
か
わ
る
前
の
年
で
あ

り
、
注（
４
）
で
み
た
よ
う
に
一
一
ヵ
月
し
か
な
か
っ
た
が
、
夏
正
が
採
用
さ
れ
た
更
始
元
年
は
一
三
ヵ
月
あ
り
、
相
殺
さ
れ
て
い
る
。

（

�）
部
監
は
天
鳳
元
年
に
お
か
れ
た
五
郡
を
つ
か
さ
ど
る
監
察
官
で
あ
る
。
曹
は
、『
漢
書
』
巻
二
八
地
理
志
上
の
済
陰
郡
の
条
に
「
定
陶
（
故
の
曹
国
）」

と
あ
る
。
済
陰
郡
定
陶
県
を
中
心
と
す
る
五
郡
に
つ
け
ら
れ
た
部
の
名
前
で
あ
ろ
う
か
。

（

�）
『
後
漢
書
』
岑
彭
列
伝
は
、
七
郡
・
国
を
荊
州
刺
史
部
の
五
郡
・
国
と
交
州
刺
史
部
の
二
郡
と
明
記
し
て
い
る
が
、
『
後
漢
書
』
光
武
帝
紀
下
の
建

武
五
年
一
二
月
の
条
の
李
賢
注
は
、
機
械
的
に
交
州
刺
史
部
の
七
郡
に
あ
て
は
め
て
い
る
。

（

�）
長
沙
王
劉
興
ら
が
侯
に
降
格
さ
れ
た
の
は
、『
後
漢
書
』
光
武
帝
紀
下
の
李
賢
注
に
「
其
の
服
属
（
＝
喪
に
服
す
べ
き
親
縁
関
係
）
既
に
疏
に
し
て
、

当
に
爵
を
襲
ひ
て
王
と
為
る
べ
か
ら
ざ
る
を
以
て
な
り
」
と
あ
る
よ
う
に
、
光
武
帝
と
の
親
縁
関
係
が
遠
い
た
め
で
あ
る
。
し
か
し
長
沙
王
劉
興
が

光
武
帝
と
ど
う
い
う
関
係
に
あ
る
の
か
、『
後
漢
書
』
に
は
何
ら
説
明
が
な
い
。
こ
こ
で
『
漢
書
』
巻
一
四
諸
侯
王
表
を
み
る
と
、
景
帝
の
子
の
長
沙

定
王
発
の
子
孫
の
舜
が
、
王
莽
が
簒
奪
し
た
と
き
に
公
に
降
格
さ
れ
、
翌
年
に
廃
さ
れ
た
と
あ
る
。
そ
の
前
後
を
み
る
と
、
同
じ
く
景
帝
の
子
の
常

山
憲
王
舜
の
子
の
平
が
真
定
王
に
紹
封
さ
れ
、
そ
の
子
孫
の
楊
が
王
莽
の
時
に
降
格
さ
れ
て
公
と
さ
れ
、
河
間
献
王
徳
の
子
孫
の
尚
、
中
山
靖
王
勝

の
子
孫
の
広
平
王
漢
が
、
い
ず
れ
も
公
に
降
格
さ
れ
、
翌
年
に
廃
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
も
と
の
「
真
定
王
楊
」
は
『
後
漢
書
』
光
武
帝
紀
上

の
建
武
二
年
五
月
の
条
に
よ
っ
て
真
定
王
劉
得
の
父
と
わ
か
る
。
長
沙
王
劉
興
・
河
間
王
劉
邵
・
中
山
王
劉
茂
も
王
莽
に
廃
さ
れ
た
諸
侯
王
の
子
弟

と
み
て
よ
か
ろ
う
。
光
武
帝
も
長
沙
定
王
発
の
子
孫
で
あ
る
か
ら
、
同
じ
く
景
帝
の
子
孫
と
い
う
こ
と
で
諸
侯
王
に
封
じ
た
も
の
の
、
親
縁
関
係
が

一
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遠
い
疎
族
と
い
う
こ
と
で
、
方
針
を
か
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
他
方
、
趙
公
・
斉
公
・
魯
公
に
降
格
さ
れ
た
三
人
は
光
武
帝
の
叔
父
と
兄
の
子
と
い
う

近
親
で
あ
る
。

な
お
、
長
沙
王
劉
興
が
い
つ
長
沙
王
に
な
っ
た
の
か
記
録
は
な
い
が
、
前
記
の
通
り
、
建
武
五
年
（
二
九
）
一
二
月
に
交
阯
牧
鄧
譲
に
ひ
き
い
ら

れ
て
貢
献
し
て
き
た
七
郡
・
国
の
守
・
相
の
中
に
長
沙
相
韓
福
が
み
え
た
。
こ
の
長
沙
相
は
長
沙
王
劉
興
の
相
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
そ
う
す
る

と
、
長
沙
王
劉
興
は
光
武
帝
に
帰
属
す
る
前
に
何
ら
か
の
事
情
で
王
位
に
つ
い
て
お
り
、
貢
献
・
帰
属
し
た
の
ち
に
光
武
帝
か
ら
あ
ら
た
め
て
長
沙

王
に
封
ぜ
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

（

�）
『
後
漢
書
』
光
武
帝
紀
下
、『
後
漢
書
』
伝
二
盧
芳
列
伝
に
よ
る
と
、
後
漢
初
期
に
五
原
・
雲
中
郡
地
方
に
勢
力
を
は
っ
て
い
た
盧
芳
が
、
建
武
一

六
年
（
四
〇
）
に
光
武
帝
に
く
だ
っ
て
き
て
代
王
に
封
ぜ
ら
れ
、
匈
奴
の
安
集
に
あ
た
っ
て
い
る
。
建
武
一
六
年
の
段
階
で
は
唯
一
の
諸
侯
王
で
あ

ろ
う
。
し
か
し
光
武
帝
は
、
代
王
盧
芳
に
明
年
正
月
に
入
朝
す
る
よ
う
に
命
じ
て
お
き
な
が
ら
、
盧
芳
が
入
朝
の
た
め
に
出
発
す
る
と
、
直
後
に
そ

の
次
年
に
あ
ら
た
め
て
入
朝
す
る
よ
う
に
命
じ
る
な
ど
、
か
な
り
冷
た
く
対
応
し
て
い
る
。
光
武
帝
に
と
っ
て
意
に
そ
わ
な
い
諸
侯
王
で
あ
っ
た
の

で
あ
ろ
う
。
つ
い
に
盧
芳
は
建
武
一
八
年
（
四
二
）
五
月
に
反
し
て
匈
奴
に
逃
亡
し
て
い
る
。

王
莽
期
の
地
方
行
政
（
紙
屋
）

一
三
七
七

（43）



一
三
七
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